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主な内容　p2-4稲敷市の支援制度、p5保険料のコンビニ収納を開
始、p6職員人事異動、p7地デジについて、p8児童扶養手当額改定
のお知らせ、p9妊産婦マル福の申請手続きが簡素化　など

表紙　地震の災害復旧が急ピッチ
で。（西代地区の水道管工事）



広報稲敷 平成23年4月号　23　広報稲敷 平成23年4月号

東北地方太平洋沖地震に見舞われた皆様へ
稲敷市の支援制度

▼
国
＝
竜
ヶ
崎
税
務
署

☎
０
２
９
７
︲
６
６
︲
１
３
０
３

▼
茨
城
県
＝
土
浦
県
税
事
務
所

☎
０
２
９
︲
８
２
２
︲
７
１
７
６

●
国
民
年
金

保
険
課 

国
民
年
金
係
（
桜
川
庁

舎
）

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０
０

（
内
線
：
４
６
０
９
・
４
６
１
３
）

災
害
に
よ
っ
て
住
宅
・
家
財
な

ど
に
お
お
む
ね
２
分
の
１
以
上

の
損
害
を
受
け
た
と
き
に
は
、

保
険
料
の
免
除
申
請
が
で
き
ま

す
。

●
国
民
健
康
保
険
・
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
・
介
護

保
険

保
険
課 

国
民
健
康
保
険
係
（
桜

川
庁
舎
）

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０
０

（
内
線
：
４
６
０
７
・
４
６
０
８
）

保
険
課 

後
期
高
齢
者
医
療
係

（
桜
川
庁
舎
）

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０
０

（
内
線
：
４
６
０
６
）

高
齢
福
祉
課 

介
護
保
険
係
（
新

利
根
庁
舎
）

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０
０

（
内
線
：
３
２
５
３
・
３
２
５
４
）

●
市
税
の
徴
収
猶
予

納
税
課（
桜
川
庁
舎
）

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０
０

（
内
線
：
４
５
１
１
・
４
５
１
２
・

４
５
１
３
）

災
害
に
よ
り
著
し
く
損
失
を
受

け
た
方
で
、
税
を
納
付
す
る
こ

と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
方
、
そ
の
他
事
故
な
ど
に
よ

り
生
活
が
著
し
く
困
難
と
な
っ

た
方
、ま
た
は
、こ
れ
に
準
ず
る

と
認
め
ら
れ
る
方
は
税
の
徴
収

を
猶
予
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

1
対
象
と
な
る
税
目

▼
固
定
資
産
税
、
市
民
税
、
軽

自
動
車
税

2
猶
予
期
間

▼
原
則
と
し
て
１
年
以
内
（
最

長
２
年
）

3
手
続
き
に
必
要
な
も
の

▼
徴
収
猶
予
申
請
書
の
提
出
な

ど※
詳
細
は
、
右
記
の
納
税
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
国
税
・
県
税
の
徴
収
猶

予
な
ど

国
税
並
び
に
県
税
申
告
・
納
税

等
に
つ
い
て
は
、
期
限
を
延
長

し
て
お
り
ま
す
。　

▼
住
家
の
全
壊
（
一
世
帯
当
た

り
）→ 

10
万
円

▼
住
家
の
大
規
模
半
壊
（
一
世

帯
当
た
り
）→ 

５
万
円

▼
住
家
の
半
壊
（
一
世
帯
当
た

り
）→ 

3
万
円

▼
住
家
の
一
部
損
壊
（
一
世
帯

当
た
り
）→ 

１
万
円

●
固
定
資
産
税
の
減
免

税
務
課 

資
産
税
係（
桜
川
庁
舎
）

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０
０

（
内
線
：
４
５
０
０
・
４
５
０
６
・

４
５
０
７
）

今
回
の
地
震
で
著
し
く
被
害
を

受
け
た
方
で
、
そ
の
被
害
が
一

定
の
基
準
に
該
当
す
る
方
は
、

被
害
を
受
け
た
固
定
資
産
税
の

一
部
が
減
免
さ
れ
ま
す
。

1
対
象

半
壊
・
全
壊
に
認
定
さ
れ
た
家

屋
な
ど（
り
災
証
明
書
に
よ
る
。）

2
手
続
き
に
必
要
な
も
の

▼
市
税
減
免
申
請
書
（
税
務
課
、

江
戸
崎
・
新
利
根
・
東
の
各
総
合
窓

口
課
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。）

▼
印
鑑（
認
印
可
）

▼
り
災
証
明
書（
生
活
環
境
課
で

発
行
し
ま
す
。）

※
詳
細
は
、
税
務
課
資
産
税
係

ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

▼「
り
災
程
度
」の
中
で「
半
壊
」

ま
た
は「
全
壊
」に
つ
い
て
は
、

市
が
被
害
状
況
を
現
地
調
査
し

判
断
し
ま
す
。

▼
半
壊
程
度
の
被
害
状
況
の
例

と
し
て
は
、「
屋
根
の
全
体
が

損
傷
を
受
け
、
さ
ら
に
外
壁
の

か
な
り
の
部
分
に
ひ
び
割
れ
、

ま
た
は
、
剥は

く
離
が
生
じ
て
い
る

状
況
」と
な
り
ま
す
。

●
稲
敷
市
災
害
見
舞
金

の
支
給

生
活
環
境
課 

消
防
交
通
係
（
桜

川
庁
舎
）

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０
０

（
内
線
：
４
４
０
３
・
４
４
０
４
）

災
害
発
生
時
、
住
民
登
録
が
あ

り
、
住
家
の
全
壊
・
大
規
模
半

壊
・
半
壊
・
一
部
損
壊
に
つ
い

て
災
害
見
舞
金
を
支
給
す
る
も

の
で
す
。

1
申
請
に
必
要
な
も
の

▼
災
害
見
舞
金
等
支
給
申
請
書

（
生
活
環
境
課
、江
戸
崎
・
新
利
根
・

東
の
各
総
合
窓
口
課
の
い
ず
れ
か

で
受
付
し
ま
す
。）

※
振
込
口
座
な
ど
の
記
入
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

▼
り
災
証
明

2
見
舞
金
の
支
給

金
）

▼
全
壊
（
右
記
1
︲
①
に
該
当
）

→ 
１
０
０
万
円

▼
解
体
（
右
記
1
︲
②
に
該
当
）

→ 

１
０
０
万
円

▼
長
期
避
難（
右
記
1
︲
③
に
該

当
）→ 

１
０
０
万
円

▼
大
規
模
半
壊（
右
記
1
︲
④
に

該
当
）→ 

50
万
円

イ
住
宅
の
再
建
方
法
に
応
じ
て

支
給
す
る
支
援
金（
加
算
支
援
金
）

▼
建
設
・
購
入
→ 

２
０
０
万

円▼
補
修
→ 

１
０
０
万
円

▼
賃
借
（
公
営
住
宅
以
外
）
→ 

50
万
円

3
申
請
方
法
に
つ
い
て

①
申
請
窓
口
…
社
会
福
祉
課

②
申
請
時
に
必
要
な
書
類

▼
基
礎
支
援
金
…
り
災
証
明

書
・
住
民
票　
な
ど

▼
加
算
支
援
金
…
契
約
書
（
住

宅
の
購
入
・
賃
借
等
）　

な
ど

③
申
請
期
間

▼
基
礎
支
援
金
…
災
害
発
生
日

か
ら
13
か
月
以
内
（
平
成
24
年

４
月
10
日
ま
で
）

▼
加
算
支
援
金
…
災
害
発
生
日

か
ら
37
か
月
以
内（
平
成
26
年
４

月
10
日
ま
で
）

況
が
わ
か
る
も
の（
写
真
、
り
災

証
明
な
ど
）
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
詳
細
は
、
建
設
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
被
災
者
生
活
再
建
支

援
制
度（
国
の
制
度
）

社
会
福
祉
課 

社
会
福
祉
係
（
新

利
根
庁
舎
）

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０
０

（
内
線
：
３
２
０
５
・
３
２
０
６
）

1
対
象
と
な
る
世
帯

①
住
宅
が
全
壊
し
た
世
帯

②
住
宅
が
半
壊
、
ま
た
は
住
宅

の
敷
地
に
被
害
が
生
じ
そ
の
住

宅
を
や
む
を
得
ず
解
体
し
た
世

帯③
災
害
に
よ
る
危
険
な
状
態
が

継
続
し
、
住
宅
に
居
住
不
能
な

状
態
が
長
期
間
継
続
し
て
い
る

世
帯

④
住
宅
が
半
壊
し
、
大
規
模
な

補
修
を
行
わ
な
け
れ
ば
居
住
す

る
こ
と
が
困
難
な
世
帯

2
支
援
金
の
支
給
額

※
支
給
額
は
次
の
ア
と
イ
の
合

計
額
と
な
り
ま
す
。（
た
だ
し
、

世
帯
人
数
が
１
人
の
場
合
、
各
々

の
４
分
の
３
の
額
）

ア
住
宅
の
被
害
程
度
に
応
じ
て

支
給
す
る
支
援
金
（
基
礎
支
援

☎
０
２
９
︲
３
０
５
︲
７
３
０
０

1
対
象
者

住
宅
が
被
災
し
た
方

2
開
催
日
時

▼
平
成
23
年
４
月
30
日（
月
）ま

で
の
毎
週
土
曜
日
午
前
10
時
〜

午
後
４
時

※
当
日
は
予
約
不
要
で
受
付
順

に
実
施
（
お
待
ち
頂
く
事
が
あ
り

ま
す
。）

3
開
催
場
所

財
団
法
人 

茨
城
県
建
築
セ
ン

タ
ー 

県
南
事
務
所

つ
く
ば
市
松
代
１
︲
18
︲
１

4
相
談
に
必
要
な
も
の

被
災
住
宅
の
ご
相
談
の
場
合
は
、

現
地
調
査
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん

の
で
被
災
状
況
の
わ
か
る
写
真

な
ど
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

●
仮
住
ま
い
の
相
談

建
設
課（
東
庁
舎
）

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０
０

（
内
線
：
５
５
０
６
）

1
対
象
者

全
壊
ま
た
は
大
規
模
半
壊
な
ど

に
よ
り
、
居
住
で
き
な
い
方
に

対
し
て
、
仮
設
住
宅
ま
た
は
ア

パ
ー
ト
の
斡
旋
な
ど
の
相
談
を

お
受
け
し
ま
す
。

　
相
談
に
は
、
住
宅
の
被
災
状

た
、
住
宅
は
前
の
退
去
者
が
退

去
し
た
ま
ま
の
状
態
に
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
入
居
前
の
清
掃

は
入
居
者
が
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

3
入
居
期
間

▼
原
則
６
か
月
以
内
（
入
居
者

の
実
情
に
よ
り
、
入
居
許
可
日
か

ら
１
年
間
を
限
度
と
し
て
更
新
可

能
）

4
申
込
方
法
に
つ
い
て

▼
受
付
窓
口
：
一
般
財
団
法
人

茨
城
県
住
宅
管
理
セ
ン
タ
ー
筑

波
分
室

〒
３
０
５
︲
０
０
３
１

つ
く
ば
市
吾
妻
１
︲
10
︲
1

つ
く
ば
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
2
階

（
ア
イ
ア
イ
モ
ー
ル
内
）

☎
０
２
９
︲
８
５
３
︲
１
３
７
０

▼
必
要
書
類

県
営
住
宅
一
時
使
用
許
可
申
請

書
・
り
災
証
明
書（
申
請
中
の
場

合
は
後
日
提
出
可
）・
被
災
時
の

住
所
及
び
本
人
を
確
認
で
き
る

も
の（
運
転
免
許
証
、健
康
保
険
証

な
ど
）・
誓
約
書

※
申
請
書
及
び
誓
約
書
は
受
付

窓
口
に
あ
り
ま
す
。

●
住
ま
い
の
相
談
会

財
団
法
人 

茨
城
県
建
築
セ
ン

タ
ー　

茨
城
県
土
木
部
都
市
局 

住
宅

課☎
０
２
９
︲
３
０
１
︲
４
７
５
０

1
対
象
と
な
る
世
帯

▼
住
宅
が
被
災
し
、
居
住
す
る

こ
と
が
困
難
に
な
っ
た
県
民
の

方2
入
居
要
件
な
ど

①
入
居
要
件

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
よ

り
居
住
し
て
い
た
住
宅
が
全
壊

ま
た
は
半
壊
し
、
居
住
の
継
続

が
困
難
に
な
っ
た
方

②
家
賃
、敷
金
、退
去
時
の
修
繕
、

連
帯
保
証
人
（
緊
急
連
絡
先
の
登

録
は
必
要
）は
免
除
し
ま
す
。

③
共
用
灯
や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の

電
気
料
金
な
ど
の
共
益
費
や
電

気
、ガ
ス
、水
道
な
ど
の
光
熱
水

費
は
入
居
者
負
担
に
な
り
ま
す
。

※
住
宅
に
よ
っ
て
は
、
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
が
復
旧
し
て
い
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承

く
だ
さ
い
。　

④
ペ
ッ
ト
の
飼
育
は
禁
止
と
な

っ
て
い
ま
す
。

⑤
入
居
の
た
め
に
必
要
な
設
備

（
浴
槽
、風
呂
釜
、ガ
ス
テ
ー
ブ
ル
）

は
県
が
設
置
し
ま
す
が
、
住
宅

に
よ
っ
て
は
、
入
居
後
の
設
置

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。ま

災
害
に
よ
っ
て
居
住
に
係
る
住

宅
に
つ
い
て
半
壊
以
上
の
損
害

を
受
け
た
と
き
に
は
、
そ
の
損

害
の
程
度
に
応
じ
、
減
免
な
ど

の
救
済
措
置
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。減
免
な
ど
を
受
け

る
た
め
に
は
、
市
の
窓
口
へ
の

申
請
（
り
災
証
明
書
を
添
付
）
が

必
要
で
す
。

1
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
（
保
険
課
：
桜
川
庁

舎
）

▼
保
険
税（
料
）

2
介
護
保
険
（
高
齢
福
祉
課
：
新

利
根
庁
舎
）

▼
第
１
号
被
保
険
者
（
65
歳
以

上
の
方
）の
保
険
料

▼
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

者
負
担
金

●
保
育
料
な
ど
の
減
免

稲
敷
市
児
童
福
祉
課 

児
童
福

祉
係
・
保
育
係（
新
利
根
庁
舎
）

☎
０
２
９
７
︲
８
７
︲
３
２
４
７

▼
支
援
の
内
容
：
保
育
料
・
児

童
ク
ラ
ブ
保
護
者
負
担
金

▼
対
象
：
住
居
が
全
壊
ま
た
は

半
壊
し
た
場
合

●
県
営
住
宅
の
一
時
使

用

●
り
災
証
明
書
の
交
付

生
活
環
境
課 

消
防
交
通
係
（
桜

川
庁
舎
）

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０
０

（
内
線
：
４
４
０
３
・
４
４
０
４
）

1
り
災
証
明
と
は

災
害
に
よ
り
「
家
屋
」
な
ど
が

被
害
を
受
け
た
こ
と
を
証
明
す

る
も
の
で
、
災
害
保
険
な
ど
の

支
払
い
を
受
け
る
場
合
や
勤
務

先
な
ど
へ
提
出
す
る
た
め
に
、

そ
の
被
害
を
公
的
に
証
明
す
る

も
の
で
す
。

2
申
請
に
必
要
な
も
の

▼
り
災
証
明
願
書
（
生
活
環
境
課
、

江
戸
崎
・
新
利
根
・
東
の
各
総
合
窓

口
課
の
い
ず
れ
か
で
受
付
し
ま
す
。）

▼
印
鑑（
認
印
可
）

▼
写
真
（
被
害
状
況
が
確
認
で
き

る
も
の
数
枚
）

3
料
金

無
料
で
す
。

4
留
意
事
項

▼「
り
災
程
度
」の
判
定
は
、国

の
被
害
認
定
基
準
に
よ
り
判
定

し
ま
す
。

▼「
り
災
程
度
」の
中
で
、「
一

部
損
壊
」
に
つ
い
て
は
、
被
害

状
況
が
確
認
で
き
る
も
の
（
写

真
な
ど
）に
よ
り
判
定
し
ま
す
。

稲敷市災害対策本部
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トピックス

保
険
料
の
コ
ン
ビ
ニ
収
納
を
開
始

　

介
護
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

４
月
か
ら
、
介
護
保
険
料
・
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
支
払
う

こ
と
が
で
き
る
「
コ
ン
ビ
ニ
収

納
」
を
開
始
し
ま
し
た
。市
内

は
も
と
よ
り
日
本
全
国
各
地
、

休
日
・
夜
間
を
問
わ
ず
納
付
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。な
お
、

取
扱
金
融
機
関
や
郵
便
局
、
各

庁
舎
総
合
窓
口
課
で
も
こ
れ
ま

で
ど
お
り
納
付
で
き
ま
す
。

■ 

納
付
書
の
様
式
が
変
更

「
コ
ン
ビ
ニ
収
納
」
開
始
に
と

も
な
い
、
納
付
書
の
様
式
が
変

更
に
な
り
ま
す
。平
成
23
年
３

月
以
前
に
発
行
さ
れ
た
納
付
書
、

お
よ
び
納
期
限
が
過
ぎ
た
納
付

書
で
は
コ
ン
ビ
ニ
収
納
は
で
き

ま
せ
ん
。

■ 

コ
ン
ビ
ニ
で
納
付
す
る

に
は

1 

バ
ー
コ
ー
ド
が
印
刷
さ
れ

て
い
る
も
の
。（
た
だ
し
、汚
れ
や

折
れ
で
バ
ー
コ
ー
ド
が
読
み
取
れ

な
い
も
の
、
金
額
を
訂
正
し
た
り

書
き
足
し
た
り
し
た
も
の
で
は
納

付
で
き
ま
せ
ん
）

2 

納
付
額
が
30
万
円
以
下
の

も
の
。（
30
万
円
を
超
え
る
場
合
は
、

納
付
書
に
バ
ー
コ
ー
ド
が
印
刷
さ

れ
ま
せ
ん
）

■ 

個
人
情
報
に
も
配
慮

収
納
代
行
業
者
や
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
各
社
と
も
個
人
情

報
保
護
に
関
す
る
協
定
を
締
結

し
て
い
ま
す
。安
心
し
て
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

●
稲
敷
市
高
齢
福
祉
課
介
護
保

険
係
（
新
利
根
庁
舎
）　
☎
０
２

９
︲
８
９
２
︲
２
０
０
０
（
内

線
３
２
５
４
）

●
稲
敷
市
保
険
課
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
係
（
桜
川
庁
舎
）　
☎

０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０
０

（
内
線
４
６
０
６
）

エーエム・ピーエム、エブリワ
ン、くらしハウス、ココストア、
コミュニティ・ストア、サーク
ルK 、サンクス、スパー北海道、
スリーエイト、スリーエフ、生
活彩家、セイコーマート、セー
ブオン、セブン ‐ イレブン、ダイ
エー、デイリーヤマザキ、ハセ
ガワストア、ファミリーマート、
ポプラ、マルチメディアキオス
クMMK 、ミニストップ、ヤマ
ザキスペシャルパートナーシ
ョップ、ヤマザキデイリースト
アー、ローソン

納付できるコンビニ（50音順）

コンビニ収納の際は、バーコードが印刷されているか確認

●
住
宅
金
融
支
援
機
構

（
旧
住
宅
金
融
機
構
）
に
よ

る
融
資
制
度

「
災
害
復
興
住
宅
融
資
」
…
自

然
災
害
に
よ
り
被
害
が
生
じ
た

住
宅
の
所
有
者
に
、
住
宅
の
補

修
な
ど
を
す
る
費
用
を
融
資
す

る
制
度
で
す
。

1
適
用
金
利

１
・
78
％
（
特
別
加
算
分
に
つ
い

て
は
２
・
68
％
）（
平
成
23
年
３
月

16
日
現
在
）

2
対
象
者

自
然
災
害
で
「
り
災
証
明
書
」

の
発
行
を
受
け
た
方

3
適
用
条
件
な
ど

詳
し
く
は
住
宅
金
融
支
援
機
構

お
客
様
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
被

災
者
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
住
宅

金
融
支
援
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
参
照
く
だ
さ
い
。

☎
０
１
２
０
︲
０
８
６
︲
３
５

３（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

※
Ｉ
Ｐ
電
話
な
ど
を
ご
利
用
の

場
合
で
、
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
が

利
用
で
き
な
い
場
合

☎
０
４
８
︲
６
１
５
︲
０
４
２

０（
通
常
料
金
が
か
か
り
ま
す
）

http://w
w

w
.jhf.go.jp/

custom
er/yushi/info/

saigai5.htm
l

●
緊
急
小
口
資
金

稲
敷
市
社
会
福
祉
協
議
会
【
福

祉
セ
ン
タ
ー
（
江
戸
崎
）】

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
５
７
１
１

1
貸
付
金
の
種
類
、
額
（
限
度

額
）お
よ
び
返
済
期
限

2
貸
付
条
件

①
世
帯
員
の
中
に
死
亡
者
が
い

る
と
き

②
世
帯
員
の
中
に
要
介
護
者
が

い
る
と
き

③
世
帯
員
が
４
人
以
上
い
る
と

き④ 

①
〜
③
の
ほ
か
、
重
傷
者
・

妊
産
婦
・
学
齢
児
童
が
い
る
世

帯
な
ど
で
茨
城
県
社
会
福
祉
協

議
会
会
長
が
認
め
る
と
き
。

3
手
続
き
お
よ
び
留
意
事
項

貸
付
に
あ
た
っ
て
は
、
上
記
条

件
の
外
に
い
く
つ
か
の
条
件
を

満
た
し
た
上
で
、
稲
敷
市
に
住

民
票
を
有
し
て
い
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。詳
し
く
は
稲
敷
市

社
会
福
祉
協
議
会
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
稲
敷
市
社
会
福
祉
協

議
会 

生
活
福
祉
資
金
貸

付
制
度

稲
敷
市
社
会
福
祉
協
議
会
【
福

祉
セ
ン
タ
ー
内（
江
戸
崎
）】

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
５
７
１
１

1
貸
付
金
の
種
類
、
額
（
限
度

額
）お
よ
び
返
済
期
限

2
貸
付
条
件

世
帯
条
件
：
低
所
得
世
帯
（
収

入
基
準
が
あ
り
ま
す
）、
障
害
者

の
い
る
世
帯
、
65
歳
以
上
の
要

介
護
者
の
い
る
世
帯

3
手
続
き
お
よ
び
留
意
事
項

貸
付
に
あ
た
っ
て
は
、
右
記
条

件
の
外
に
い
く
つ
か
の
条
件
を

満
た
し
た
上
で
、
稲
敷
市
に
住

民
票
を
有
し
て
い
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。詳
し
く
は
稲
敷
市

社
会
福
祉
協
議
会
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
農
協
系
統
災
害
資
金

（
福
島
第
一
原
子
力
発
電
事

故
関
連
）

農
業
協
同
組
合
お
よ
び

稲
敷
市
農
政
課 

農
政
企
画
係

（
東
庁
舎
）

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０
０

（
内
線
５
２
０
４
・
５
２
０
５
）

当
面
の
生
活
維
持
、
農
業
再
生

産
の
確
保
な
ど
に
か
か
わ
る
一

切
の
資
金（
つ
な
ぎ
資
金
）。

低
利
化
に
す
る
た
め
、
県
・
市

に
て
、利
子
補
給
を
行
う
。

▼
対
象
者
：
東
京
電
力（
株
）福

島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故

に
よ
る
出
荷
停
止
や
風
評
被
害

に
よ
り
損
失
を
受
け
た
農
業
者

▼
支
給
額
：
借
入
限
度
額
→ 

５
０
０
万
円
程
度（
損
出
額
の
範

囲
内
）

▼
借
入
金
利
：
農
協
系
統
と
調

整
中
（
系
統
各
機
関
の
利
子
助
成

に
よ
り
低
利
化
）

▼
償
還
期
間
：
５
年
（
う
ち
据

置
期
間
１
年
）

●
農
林
漁
業
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
資
金

（
株
）日
本
政
策
金
融
公
庫
水
戸

支
店 

農
林
水
産
事
業

☎
０
１
２
０
︲
９
２
６
︲
４
２
７

（
フ
リ
ー
コ
ー
ル
）

自
然
災
害
、
高
病
原
性
鳥
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
で
、
資
金
繰

り
が
悪
化
さ
れ
た
方
に
、（
株
）

日
本
政
策
金
融
公
庫
が
融
資
す

る
、長
期
運
転
資
金

▼
対
象
者
：
稲
敷
市
内
の
認
定

農
業
者
・
農
業
所
得
が
総
所
得

の
過
半
を
占
め
る
か
、
農
業
粗

収
益
が
２
０
０
万
円
以
上
の
方

▼
支
給
額
：
借
入
限
度
額　

［
一
般
］６
０
０
万
円

▼
借
入
金
利
：
０
・
75
〜
１
・

05
％（
平
成
23
年
３
月
18
日
現
在
）

▼
償
還
期
限
：
10
年
以
内
（
う

ち
据
置
期
間
３
年
以
内
）

●
被
災
中
小
企
業
者
へ

の
融
資

稲
敷
市
商
工
会

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
６
０
３

災
害
復
旧
貸
付
・
既
往
債
務
の

負
担
軽
減
・
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
保
証
（
５
号
）
な
ど
制
度
が
あ

り
ま
す
の
で
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

1
融
資
対
象
者

▼
直
接
被
害
を
受
け
た
方

事
業
所
等
が
全
壊
、
半
壊
そ
の

他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
被
害
を
受

け
た
方　

▼
間
接
被
害
を
受
け
た
方

被
災
事
業
者
の
事
業
活
動
に
相

当
程
度
依
存
し
て
い
る
方

2
融
資
金
の
使
途

▼
事
業
の
再
建
に
必
要
な
設
備

資
金
お
よ
び
運
転
資
金

▼
地
震
の
影
響
か
ら
経
営
の
安

定
を
図
る
た
め
の
運
転
資
金

●
東
総
合
窓
口
課
に
災

害
相
談
窓
口
を
設
置

東
総
合
窓
口
課

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０

０（
内
線
５
１
０
３
・
５
１
０
４
）

ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
支
援
制
度
以
外
の
こ
と
で
お

困
り
ご
と
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
窓
口
の
設
置
開
始
日
：
4
月

5
日（
火
）〜　

貸付金の種類 限度額 返済期限
住家の増改築、補修等
になどに必要な経費 250万円 ７年
災害により臨時に必
要となる経費 150万円 ７年
貸付利息
　連帯保証人を立てた場合：無利子
　連帯保証人を立てない場合：年1.5％

貸付金の種類 限度額 返済期限
災害等によって緊急
かつ一時的に生計の
維持が困難となった
場合の経費

20万円 ２年以内

貸付利息：無利子
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職
員
人
事
異
動

　

４
月
１
日
付
け
、課
長
職
以
上

今
回
の
４
月
１
日
付
け
の
人
事

異
動
は
、
未
曽
有
の
大
震
災
か

ら
の
復
旧
を
優
先
す
る
た
め
、

異
動
な
ど
に
よ
る
事
務
の
停
滞

を
避
け
る
目
的
か
ら
、
必
要
最

小
限
の
人
事
異
動
と
し
ま
し
た
。

　
今
後
、
災
害
の
復
旧
状
況
を

見
な
が
ら
、
約
１
か
月
後
に
定

期
の
人
事
異
動
を
行
う
予
定
で

す
。　
※（　
）内
は
前
職

異
動

■ 

市
長
公
室

▽
室
長
兼
企
画
課
長
＝
沼
𥔎
忠

夫（
水
道
局
長
）

■ 

総
務
部

▽
部
長
兼
総
務
課
長
兼
江
戸
崎

総
合
窓
口
課
長
＝
親
見
清
志

（
同
部
長
）

■ 

市
民
生
活
部

▽
部
長
＝
川
嶋
修
（
市
長
公
室

長
）

■ 

保
健
福
祉
部

▽
認
定
こ
ど
も
園
え
ど
さ
き
園

長
＝
和
田
恵
子（
新
利
根
幼
稚
園

長
）

■ 

産
業
建
設
部

▽
部
長
兼
建
設
課
長
兼
下
水
道

課
長
＝
大
竹
克
己（
同
部
長
）

■ 

会
計
課

▽
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長
＝

栗
山
照
夫（
総
務
課
長
）

■ 

教
育
委
員
会

▽
教
育
部
長
兼
生
涯
学
習
課
長

兼
あ
ず
ま
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

所
長
＝
飯
田
光
男（
企
画
課
長
）

▽
新
利
根
幼
稚
園
：
園
長
＝
松

下
登
三
江（
ゆ
た
か
幼
稚
園
教
頭
）

▽
み
の
り
幼
稚
園
：
園
長
＝
作

佐
部
君
江（
新
利
根
幼
稚
園
教
頭
）

▽
図
書
館
及
び
歴
史
民
俗
資
料

館
：
館
長（
兼
務
）＝
平
田
満
男

（
歴
史
民
俗
資
料
館
長
）

■ 

議
会
事
務
局

▽
議
会
事
務
局
：
局
長
＝
津
本

義
衛（
生
涯
学
習
課
長
）

■ 

水
道
局

▽
局
長
＝
内
田
恒
雄
（
下
水
道

課
長
）

新
規
採
用

主
幹
＝
原
伸
弘

主
事
＝
野
口
朋
之
、
吉
田
舞
子
、

青
木
大
典
、
中
桐
洋
介
、
本
橋

佑
介
、川
崎
誠
志
、成
毛
里
奈
、

内
埜
由
望
、根
本
修
一

教
諭
＝
羽
鳥
照
美
、高
城
朋
世

保
育
士
＝
鈴
木
元
、田
仲
友
紀

退
職
者（
３
月
31
日
発
令
）

■ 

定
年

久
保
木
善
信
（
市
民
生
活
部
長
）、

中
澤
幸
一
（
教
育
部
長
）、
大
西

孝
司（
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長
）、

三
ツ
井
洋
平
（
議
会
事
務
局
長
）、

秋
元
美
津
子
（
認
定
こ
ど
も
園
え

ど
さ
き
園
長
）、鳥
羽
美
代
子（
み

の
り
幼
稚
園
長
）、
大
嶋
順（
あ
ず

ま
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
所
長
）、
黒

田
保
（
図
書
館
長
）、
大
久
保
好

子
（
桜
川
総
合
窓
口
課
長
補
佐
）、

木
村
正
子
（
生
涯
学
習
課
長
補

佐
）、
中
嶋
節
子（
江
戸
崎
総
合
窓

口
課
市
民
係
長
）、
田
村
し
づ
江

（
江
戸
崎
総
合
窓
口
課
市
民
係
長
）、

山
木
信
子
（
教
育
総
務
課
総
務
企

画
係
長
）、秋
本
キ
イ
子（
江
戸
崎

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
庶
務
係
長
）、

林
す
み
子
（
議
会
事
務
局
庶
務
係

長
）、石
川
ま
さ
子（
生
涯
学
習
課

主
査
）、
根
本
茂（
秘
書
広
聴
課
運

転
手
）、
内
田
節
子（
東
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
調
理
員
）、
坂
本
ま
さ

子
（
東
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理

員
）、平
山
満
喜
子（
阿
波
小
学
校

調
理
員
）、白
石
ま
り
子（
江
戸
崎

公
民
館
用
務
員
）

■ 

早
期

寺
内
照
雄
（
江
戸
崎
総
合
窓
口
課

長
）、
内
埜
剛
久
（
建
設
課
長
）、

鳥
羽
初
枝
（
高
齢
福
祉
課
長
補

佐
）、
宮
本
文
子（
学
校
教
育
課
長

補
佐
）、
坂
本
勝
夫（
江
戸
崎
総
合

運
動
公
園
課
長
補
佐
）、
森
山
利

巳（
道
路
維
持
課
維
持
係
長
）、
高

山
昌
子（
下
水
道
課
主
査
）、辰
本

美
奈
子
（
江
戸
崎
中
央
保
育
園
保

育
士
）

●
稲
敷
市
総
務
課
人
事
給
与
係

（
江
戸
崎
庁
舎
）　

☎
０
２
９
︲

８
９
２
︲
２
０
０
０
（
内
線
２

２
１
０
）

７
月
24
日
に
ア
ナ
ロ
グ
放
送
が
終
了

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
の
準
備
を
お
早
め
に
！

ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
放
送
は
平
成

23
年
７
月
24
日
の
正
午
で
終
了

し
、
深
夜
０
時
ま
で
に
地
上
デ

ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
に
完
全
移

行
し
ま
す
。

　
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
放
送
終
了

前
に
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を

視
聴
す
る
た
め
の
準
備
を
し
な

い
と
テ
レ
ビ
を
見
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
り
ま
す
。ア
ナ
ロ
グ

放
送
終
了
時
期
が
近
づ
く
に
従

い
、
ア
ン
テ
ナ
の
設
置
・
調
整

な
ど
の
工
事
が
集
中
し
、
同
日

ま
で
に
間
に
合
わ
な
く
な
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め

の
対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

地
デ
ジ
の
準
備
に
あ
た
り
、

「
何
を
す
れ
ば
よ
い
か
分
か
ら

な
い
」、「
テ
レ
ビ
を
買
っ
た
の

に
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
受
信
で
き

な
い
」方
に
は
、
デ
ジ
サ
ポ（
総

務
省
テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ
ン
タ

ー
）
が
お
手
伝
い
し
ま
す
。わ

か
ら
な
い
こ
と
は
、
気
軽
に
デ

ジ
サ
ポ
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

※
Ｂ
Ｓ
ア
ナ
ロ
グ
放
送
も
７
月

24
日
ま
で
に
終
了
し
ま
す
の
で
、

Ｂ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
の
移
行

を
お
願
い
し
ま
す
。

●
デ
ジ
サ
ポ
（
総
務
省
テ
レ
ビ
受

信
者
支
援
セ
ン
タ
ー
）　http://

digisuppo.jp

●
総
務
省
地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー　
☎
０
５
７
０
︲
０
７
︲

０
１
０
１

▽
受
付
時
間
：
午
前
９
時
～
午

後
９
時
（
平
日
）
／
午
前
９
時

～
午
後
６
時（
土
日
祝
日
）

■ 

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
臨

時
相
談
会
開
催

５
月
13
日（
金
）か
ら
15
日（
日
）

ま
で
の
期
間
、
午
前
11
時
か
ら

午
後
４
時
ま
で
、
江
戸
崎
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
パ
ン
プ
２

階
ま
ち
か
ど
情
報
セ
ン
タ
ー
に

て
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
臨
時
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
臨
時
相
談
会
で
は
、
地
上
デ

ジ
タ
ル
放
送
の
基
礎
的
な
情
報

を
提
供
す
る
と
共
に
、
地
上
デ

ジ
タ
ル
放
送
を
受
信
す
る
た
め

の
具
体
的
な
質
問
に
直
接
お
答

え
し
ま
す
。

　
な
お
、
状
況
に
よ
り
簡
易
受

信
確
認
も
受
け
付
け
を
行
い
ま

す
。

　
総
務
省
が
開
催
す
る
無
料
の

受
信
相
談
会
で
す
。機
器
の
販

売
や
契
約
な
ど
の
勧
誘
な
ど
は

一
切
あ
り
ま
せ
ん
。当
日
、
直

接
会
場
へ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ

い
。質

問
の
例

・
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
見
ら

れ
る
よ
う
に
す
る
に
は
い
く
ら

か
か
る
の
？

・
今
の
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
を
そ

の
ま
ま
使
っ
て
見
る
に
は
ど
う

す
れ
ば
い
い
の
？

・
ア
ン
テ
ナ
は
交
換
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
？

●
総
務
省
茨
城
県
テ
レ
ビ
受
信

者
支
援
セ
ン
タ
ー
（
デ
ジ
サ
ポ

茨
城 

相
談
会
グ
ル
ー
プ
）　
☎
０

２
９
︲
３
０
３
︲
２
６
０
１

▽
受
付
時
間
：
午
前
９
時
～
午

後
６
時（
平
日
の
み
）

■ 

低
所
得
世
帯
へ
の
支
援

に
つ
い
て

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
が
全
額

免
除
と
な
っ
て
い
る
世
帯
」
と

「
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
」

へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

支
援
の
対
象
や
内
容
に
つ
い
て

は
、
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。ま
た
、詳
細
は
、広
報

稲
敷
２
月
号
に
も
掲
載
し
て
い

ま
す
。お

問
い
合
わ
せ
先

●
総
務
省
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー

支
援
実
施
セ
ン
タ
ー

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
全
額
免
除

世
帯
へ
の
支
援
＝
☎
０
５
７
０

︲
０
３
３
８
４
０
／
市
町
村
民

税
非
課
税
世
帯
へ
の
支
援
＝
☎

０
５
７
０
︲
０
２
３
７
２
４

●
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
全
額
免
除

に
つ
い
て
＝
☎
０
５
７
０
︲
０

０
０
５
８
８
／
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
放
送

受
信
契
約
に
つ
い
て
＝
☎
０
５

７
０
︲
０
７
７
０
７
７

▽
受
付
時
間
：
午
前
９
時
～
午

後
９
時
（
平
日
）
／
午
前
９
時

～
午
後
６
時（
土
日
祝
日
）

トピックストピックス

笹本石材（株）創業　　 周年
お陰様で

東　店
稲敷市西代 1202

木曜定休日

営業時間：9：00～18：00

tel.0299-78-3301

鹿嶋本店
鹿嶋市宮中 1-10-10

年中無休

営業時間：9：00～18：00

tel.0299-82-1548

佐原店
香取市佐原ホ 335-3

木曜定休日

営業時間：9：00～18：00

tel.0478-55-1401

さらに 100 年先の安心を提供させて頂きます 国道５１号線

至 竜ケ崎

至 

佐
原

至 

潮
来
市

● 調法寺 様

● 
ガソリンスタンド 様国

道
１
２
５
号
線

東店
水郷大橋

お見積もり・ご相談無料です。
一度ご来店お待ちしております。

・安心の30年保証
・当社特許製品
・最新の建墓、霊園情報〔　　　　　　　  〕

建墓・氏神様・石商品・庭物・門塀 【営業時間】　午前 9 時 30 分～午後 6 時
【定 休 日】　5 月 10 日（火）
〒300-1412　稲敷市柴崎 9188 番地

TEL.0297-87-7777
 

稲 敷 直 売 所
新鮮野菜市場

謹んで地震災害のお見舞いを申上げます
一日も早い復旧をお祈り申上げます

稲敷直売所は農水産物生産者の皆様を
応援いたします。
● 「５周年記念感謝祭」イベント
　 ６月５日（日）開催予定
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トピックストピックス

妊
産
婦
マ
ル
福
の
申
請
手
続
が
簡
素
化

　

母
子
手
帳
の
交
付
に
合
わ
せ
て
申
請
を

妊
産
婦
の
方
の
負
担
軽
減
を
図

る
た
め
、
平
成
23
年
４
月
１
日

か
ら
、
県
制
度
妊
産
婦
マ
ル
福

の
申
請
手
続
き
が
簡
素
化
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
県
制
度
は
、
妊

産
婦
マ
ル
福
認
定
の
際
、
医
師

の
診
断
が
必
要
で
し
た
。し
か

し
、
改
正
に
よ
り
母
子
手
帳
の

交
付
に
合
わ
せ
、
妊
産
婦
マ
ル

福
の
申
請
を
行
う
こ
と
で
、
受

給
者
と
認
定
さ
れ
、
受
給
者
証

の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。（
所
得

制
限
に
よ
る
県
制
度
非
該
当
の
方

は
、
市
単
独
事
業
で
医
療
費
を
助

成
し
ま
す
。）

　
県
制
度
該
当（
所
得
制
限
基
準

額
内
）の
方
に
は
、青
い
妊
産
婦

医
療
福
祉
費
受
給
者
証
を
交
付

し
ま
す
の
で
、
次
の
場
合
に
健

康
保
険
証
と
一
緒
に
掲
示
し
て

ご
使
用
く
だ
さ
い
。お
支
払
が

自
己
負
担
内
で
済
み
ま
す
。

・
県
内
で
、産
科
・
婦
人
科
を
標

榜
し
て
い
る
医
療
機
関
を
受
診

す
る
と
き

・
県
内
で
、
妊
娠
の
継
続
と
安

全
な
出
産
の
た
め
、
産
科
・
婦

人
科
か
ら
紹
介
が
あ
っ
た
診
療

科
な
ど
を
受
診
す
る
と
き

※
県
外
で
は
受
給
者
証
の
使
用

が
出
来
な
い
た
め
、
３
割
ご
負

担
の
う
え
支
給
申
請
に
よ
る
助

成
と
な
り
ま
す
。申
請
方
法
は

次
の
市
単
独
事
業
と
同
じ
で
す
。

■ 

市
単
独
事
業
妊
産
婦
マ

ル
福
助
成
制
度

県
内
外
の
産
婦
人
科
以
外
の
診

療
科（
内
科
・
歯
科
・
皮
膚
科
・
調

剤
薬
局
な
ど
）の
診
療
に
つ
い
て

は
、
市
単
独
事
業
妊
産
婦
マ
ル

福
制
度
に
よ
り
医
療
費
の
助
成

を
し
て
い
ま
す
。

　

次
の
物
を
お
持
ち
に
な
り
、

シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操

　

指
導
士
３
級
養
成
講
習
会  

受
講
生
募
集

高
齢
者
の
介
護
予
防
を
推
進
す

る
た
め
「
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ

体
操
」
の
普
及
を
進
め
て
い
ま

す
。

　
こ
の
体
操
を
普
及
す
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
シ
ル
バ
ー

リ
ハ
ビ
リ
体
操
指
導
士
『
３
級

養
成
講
習
会
』
を
茨
城
県
立
健

康
プ
ラ
ザ
と
稲
敷
市
の
共
催
、

お
よ
び
稲
敷
市
シ
ル
バ
ー
リ
ハ

ビ
リ
体
操
指
導
士
会
後
援
に
よ

り
開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

応
募
く
だ
さ
い
。

■ 

応
募
資
格

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
方
。

1 

茨
城
県
に
お
住
ま
い
の
常

勤
の
職
に
就
い
て
な
い
満
60
歳

以
上
の
方
（
50
歳
以
上
の
方
も
お

申
し
込
み
で
き
ま
す
が
、
60
歳
以

上
の
方
が
優
先
と
な
り
ま
す
）

2 

地
域
で
体
操
普
及
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
が
で
き
る
方

3 

８
日
間
の
講
習
会
に
全
日

程
参
加
で
き
る
方

■ 

申
込
方
法

▽
申
込
期
限
：
５
月
13
日（
金
）

ま
で　
▽
申
込
方
法
：
高
齢
福

祉
課
い
こ
い
の
プ
ラ
ザ
に
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。　

※
後
日
、
詳
細
を
郵
送
し
ま
す
。

▽
募
集
人
数
：
20
人　
▽
受
講

料
：
無
料（
た
だ
し
、交
通
費
、昼

食
代
は
各
自
負
担
）

■ 

講
習
内
容

▽
講
義
：
介
護
予
防
と
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
、
解
剖

学
、老
人
と
病
気
、高
齢
者
の
食

生
活
ほ
か　
▽
実
技
：
シ
ル
バ

日程 会場

5月31日（火）※ 茨城県職業人材育成センター
（水戸市）

6月2日（木）

稲敷市
新利根農村環境改善センター

6月7日（火）

6月9日（木）

6月16日（木）

6月21日（火）

6月23日（木）

6月28日（火）※ 未定

講習会日程　　午前10時～午後3時45分

※印＝5月31日と6月28日は、市の公用バスを
利用し移動します。

ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操　
▽
講
師
：

茨
城
県
立
健
康
プ
ラ
ザ
職
員
お

よ
び
稲
敷
市
在
住
の
シ
ル
バ
ー

リ
ハ
ビ
リ
体
操
１
級
指
導
士

●
稲
敷
市
高
齢
福
祉
課
い
こ
い

の
プ
ラ
ザ　
☎
０
２
９
７
︲
６

３
︲
１
０
０
４

未
公
開
株
、
先
物
取
引
や
外
国

為
替
証
拠
金
取
引
な
ど
で
詐
欺

ま
が
い
の
も
の
が
出
回
っ
て
い

ま
す
。

　

特
に
「
絶
対
儲
か
り
ま
す
」

と
言
わ
れ
た
ら
要
注
意
で
す
。

ど
ん
な
も
の
で
も
リ
ス
ク
が
伴

い
、絶
対
は
あ
り
え
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
過
去
に
投
資
で
損
を

出
し
た
人
の
個
人
情
報
を
基
に
、

そ
の
損
を
取
り
戻
せ
る
と
持
ち

か
け
契
約
さ
せ
、
消
費
者
が
２

次
被
害
に
あ
う
ケ
ー
ス
が
多
発

し
て
い
ま
す
。

　
よ
く
わ
か
ら
な
い
儲
け
話
の

勧
誘
に
対
し
て
は
、
毅
然
と
し

た
態
度
で
断
り
ま
し
ょ
う
。し

つ
こ
い
場
合
は
、
相
手
の
会
社

名
、
連
絡
先
を
聞
い
て
、
警
察

や
金
融
庁
、
消
費
生
活
セ
ン
タ

ー
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。ま
た
、

契
約
後
、
お
か
し
い
と
気
が
つ

い
た
と
き
は
早
め
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

●
稲
敷
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
東
庁
舎
内
）　

☎
０
２
９
９
︲

７
８
︲
３
１
１
５

▽
相
談
日
時
：
月
・
水
・
木
・

金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）　

午
前

９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

●
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン　
☎

０
５
７
０
︲
０
６
４
︲
３
７
０

投
資
の
勧
誘
に
は
ご
注
意

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

児
童
扶
養
手
当
額
改
定
の
お
し
ら
せ

　

０・４
％
引
き
下
げ

平
成
23
年
度
４
月
分
よ
り
、
児

童
扶
養
手
当
の
支
給
額
が
平
成

22
年
全
国
消
費
者
物
価
指
数
の

実
績
値
（
対
前
年
比
で
０
・
７
％

の
落
下
）の
公
表
に
よ
っ
て
、
平

成
22
年
度
の
手
当
額
よ
り
０
・

４
％
引
き
下
げ
と
な
り
ま
す
。

●
稲
敷
市
児
童
福
祉
課
（
新
利

根
庁
舎
）　

☎
０
２
９
７
︲
８

７
︲
３
２
４
７平成22年度（3月分まで） 平成23年度（4月分より）

全部支給（月額）41,720円 41,550円

一部支給（月額）41,710円～ 9,850円 41,540円～ 9,810円

改正後の手当額

結婚相談  み つ ば 担当：江田

日本仲人連盟加盟
稲敷市光葉 9-127
tel＆fax.0299-79-3855

大きな幸せを！
小さな相談室から

■問い合せ先
稲敷市須賀津1872-6（聖苑香澄内）☎029-840-6133

　
聖苑香澄での お料理とお飲み物は
売店で お取扱いしております。

協同組合 聖苑香澄売店
役所（市役所、国や県の出先機関等）への手続きでお困りのことはありませんか？

ご相談をお聞きして、必要な書類の作成や手続きの代行をいたします。

  《事例》
＊国･公有地の払下
＊占（使）用許可
＊相続に関すること
＊農地法許可
＊土地に関わる相談
＊その他 E-mail での
　相談可【相談無料】

所在地

名　称

TEL

E-mail

稲敷市神宮寺２９１－１

塚本善和行政書士事務所

０２９（８９４）３１７９

yoshit@y2.dion.ne.jp

・
領
収
書（
氏
名
・
請
求
点
数
の
分

か
る
も
の
）
お
よ
び
診
療
明
細

書
な
ど

・
印
鑑（
認
印
）

・
預
金
通
帳
ま
た
は
口
座
番
号

の
確
認
が
出
来
る
も
の

●
稲
敷
市
保
険
課
（
桜
川
庁
舎
）

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０

０（
内
線
４
６
０
０
）

各
庁
舎
総
合
窓
口
課

（
桜
川
庁
舎
は
保
険
課
）

で
支
給
申
請
を
し
て

く
だ
さ
い
。自
己
負

担
な
ど
を
差
し
引
い

た
額
を
翌
月
送
金
し

ま
す
。
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トピックス

平
成
23
年
度  

国
民
年
金
保
険
料
額

　

４
月
か
ら
は
、月
額
１
５
０
２
０
円

国
民
年
金
保
険
料
額
は
、
国
民

年
金
法
に
規
定
す
る
各
年
度
の

保
険
料
額
に
保
険
料
改
定
率
を

乗
じ
た
額
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
法
律
上
、
国
民
年
金
保
険
料

額
は
毎
年
度
月
額
２
８
０
円
の

引
き
上
げ
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

保
険
料
改
定
率
、
物
価
変
動
率
、

実
質
賃
金
変
動
率
に
よ
り
平
成

23
年
度
は
前
年
度
か
ら
月
額
80

円
安
く
な
り
ま
し
た
。

　
保
険
料
は
、
日
本
年
金
機
構

か
ら
送
付
さ
れ
る
納
付
書
に
よ

り
、
金
融
機
関
・
郵
便
局
・
コ

ン
ビ
ニ
で
納
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。ま
た
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ

ー
ド
に
よ
る
納
付
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
な
ど
を
利
用
し
て
の
納

厚
生
労
働
省
で
は
、
戦
没
者
遺

族
を
対
象
と
し
た
慰
霊
巡
拝
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
に
つ
い
て
は
、

左
表
の
地
域
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
。実
施
時
期
、概
算
所
要
額
、

申
込
手
続
な
ど
、
詳
細
に
つ
い

慰
霊
巡
拝
事
業

　
平
成
23
年
度
参
加
者
募
集

法
律
改
正
に
よ
り
、
障
害
基
礎

年
金
の
子
加
算
の
範
囲
が
拡
大

さ
れ
る
こ
と
で
、
併
せ
て
障
害

基
礎
年
金
の
子
加
算
の
運
用
に

つ
い
て
も
見
直
し
が
行
わ
れ
ま

障
害
基
礎
年
金
の
子
加
算
の
運
用
の
見
直
し

　
児
童
扶
養
手
当
と
の
関
係
に
つ
い
て

す
。

　
児
童
扶
養
手
当
は
、
お
子
様

が
障
害
基
礎
年
金
の
子
加
算
の

対
象
で
あ
る
場
合
は
支
給
さ
れ

ま
せ
ん
。し
か
し
、
平
成
23
年

４
月
以
降
は
、
児
童
扶
養
手
当

額
が
障
害
基
礎
年
金
の
子
加
算

額
を
上
回
る
場
合
に
お
い
て
は
、

年
金
受
給
権
者
と
お
子
様
の
間

に
生
計
維
持
関
係
が
な
い
も
の

と
し
て
取
扱
い
、
子
加
算
の
対

象
と
し
な
い
こ
と
に
よ
り
児
童

扶
養
手
当
を
受
給
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
り
ま
す
。

　
詳
細
は
下
記
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

児
童
扶
養
手
当
と
障
害
年

金
の
子
加
算
の
間
で
受
給
変
更

が
で
き
る
場
合
と
は

両
親
の
一
方
が
児
童
扶
養
手
当

法
施
行
令
で
定
め
る
障
害
（
国

民
年
金
ま
た
は
厚
生
年
金
保
険
法

１
級
相
当
）の
状
態
に
あ
る
こ
と

で
、
配
偶
者
に
支
給
さ
れ
る
児

童
扶
養
手
当
と
障
害
年
金
の
子

加
算
で
受
給
変
更
が
可
能
と
な

て
は
社
会
福
祉
課
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
稲
敷
市
社
会
福
祉
課
社
会
福

祉
係
（
新
利
根
庁
舎
）　

☎
０
２

９
︲
８
９
２
︲
２
０
０
０
（
内

線
３
２
０
６
）

派遣地域 実施予定時期 実施期間 募集予定
人員

区分 地名
1

旧ソ連

グルジア・
ウクライナ

8月29日～
9月7日 10日間 15人

2 ハバロフスク
地方

9月9日～
16日 8日間 15人

3 アムール州 9月9日～
16日 8日間 15人

4 沿海地方 10月6日～
13日 8日間 15人

5 モンゴル モンゴル 8月31日～
9月7日 8日間 15人

6 中国 東北地区 9月5日～
15日 11日間 10人

7

南方

パラオ 9月26日～
10月1日 6日間 15人

8 インドネシア 10月11日～
19日 9日間 15人

9 ビスマーク・
ソロモン諸島

10月26日～
11月2日 8日間 20人

10 東部ニューギ
ニア

11月9日～
16日 8日間 30人

11 フィリピン 平成24年2月15日
～ 24日 10日間 60人

12 硫黄島
（第1次） 調整中 2日間 100人

13 硫黄島
（第2次） 調整中 2日間 100人

14 硫黄島
（第3次） 調整中 2日間 100人

り
ま
す
。

児
童
扶
養
手
当
と
障
害
年

金
の
子
加
算
の
間
で
受
給
変
更

が
で
き
な
い
場
合
と
は

母
子
世
帯
や
父
子
世
帯
の
方
は
、

児
童
扶
養
手
当
と
障
害
年
金
の

子
加
算
で
受
給
変
更
が
で
き
ま

せ
ん
。

●
障
害
年
金
加
算
改
善
法
に
つ

い
て
＝
土
浦
年
金
事
務
所　
☎

０
２
９
︲
８
２
４
︲
７
１
６
９

／
稲
敷
市
保
険
課
年
金
係
（
桜

川
庁
舎
）　
☎
０
２
９
︲
８
９
２

︲
２
０
０
０（
内
線
４
６
１
３
）

●
児
童
扶
養
手
当
額
や
児
童
扶

養
手
当
制
度
に
つ
い
て
＝
稲
敷

市
児
童
福
祉
課（
新
利
根
庁
舎
）

☎
０
２
９
７
︲
８
７
︲
３
２
４

７

※硫黄島（第1次～第3次）の実施予定時期については、近日中に決定す
る予定です。

付
、
便
利
で
お
得
な
口
座
振
替

も
あ
り
ま
す
。

　
保
険
料
は
、納
付
期
限（
翌
月

末
日
）
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ

い
。な
お
、
２
年
経
過
す
る
と

時
効
に
よ
り
納
め
ら
れ
な
く
な

り
ま
す
。

●
土
浦
年
金
事
務
所　
☎
０
２

９
︲
８
２
４
︲
７
１
２
１

●
稲
敷
市
保
険
課
（
桜
川
庁
舎
）

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０

０（
内
線
４
６
１
３
）

資
料
館
講
座
の
お
知
ら
せ

　

古
文
書
講
座

資
料
館
に
お
い
て
、
資
料
館
講

座
「
古
文
書
講
座
」
を
開
催
し

ま
す
。

▽
日
時
：
６
月
19
日
、
７
月
10

日
、８
月
７
日
、９
月
11
日
、10

月
９
日
、
11
月
13
日
、
12
月
11

日
、
平
成
24
年
１
月
15
日
、
２

月
12
日　
※
す
べ
て
火
曜
日　

午
後
２
時
〜
４
時　
▽
会
場
：

市
立
図
書
館
２
階
会
議
室　
▽

対
象
：
市
内
在
住
・
在
勤
の
方

▽
申
込
方
法
：
資
料
館
に
電
話

で
申
し
込
み　
▽
定
員
：
10
人

程
度
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

り
）　

▽
受
講
料
：
無
料　

▽

そ
の
他
：
教
材
・
資
料
は
資
料

館
の
収
蔵
品
を
利
用
。別
途
必

要
と
な
っ
た
も
の
に
つ
い
て
は

受
講
生
の
負
担
。

●
市
立
歴
史
民
俗
資
料
館　
☎

０
２
９
９
︲
７
９
︲
３
２
１
１

各
種
表
彰

　

教
育
広
報
、健
康
教
育

■ 

教
育
広
報
Ｎ
Ｉ
Ｅ
コ
ン

ク
ー
ル

認
定
こ
ど
も
園
え
ど
さ
き
の
Ｐ

Ｔ
Ａ
広
報
紙「
子
鳩
」が「
平
成

22
年
度
教
育
広
報
・
Ｎ
Ｉ
Ｅ
コ

ン
ク
ー
ル
」
の
教
育
広
報
部
門

に
お
い
て
、
県
新
聞
教
育
研
究

会
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。応

募
総
数
４
０
３
点
の
中
か
ら
の

受
賞
で
す
。

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
委
員
会
の
活
動

に
よ
り
作
成
さ
れ
た
広
報
紙
は
、

会
員
の
皆
様
に
も
愛
さ
れ
、
そ

れ
が
大
き
な
励
み
と
な
っ
た
よ

う
で
す
。委
員
一
同
、ま
た
、新

た
な
広
報
紙
作
り
を
目
指
し
た

い
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

■ 

21
世
紀
・
新
し
い
時
代

の
健
康
教
育
推
進
学
校

あ
ず
ま
西
小
学
校
が「
21
世
紀・

新
し
い
時
代
の
健
康
教
育
推
進

学
校
」
の
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。

　
こ
れ
は
、「
財
団
法
人 

日
本

学
校
保
健
会
」
が
、
様
々
な
健

康
課
題
に
つ
い
て
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
学
校
を
表
彰
し

て
い
る
も
の
で
す
。

　
あ
ず
ま
西
小
学
校
は
、
学
校

医
・
学
校
歯
科
医
・
学
校
薬
剤

師
や
保
護
者
、
地
域
の
方
々
な

ど
の
協
力
を
得
て
、
歯
科
指
導

を
は
じ
め
姿
勢
指
導
や
食
育
な

ど
、
児
童
の
健
康
に
関
す
る

様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。

　
ま
た
、「
Ｐ
＆
Ｇ
社
特
別
賞
」

も
併
せ
て
受
賞
し
ま
し
た
。△賞状・トロフィー＝健康教育推進

学校表彰／盾＝Ｐ＆Ｇ社特別賞△薬物乱用防止教室
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
の
団

体
を
対
象
に
、
公
益
法
人
の
ス

ポ
ー
ツ
安
全
協
会
が
運
営
し
て

い
る
保
険
で
す
。

　
グ
ル
ー
プ
活
動
中
や
、
会
場

ま
で
の
往
復
中
の
事
故
に
対
し

て
、
傷
害
保
険
、
賠
償
責
任
保

険
、
共
済
見
舞
金
が
契
約
に
含

ま
れ
ま
す
。

■
対
象
団
体

５
人
以
上
の
団
体　
※
家
族
だ

け
で
活
動
す
る
団
体
は
不
可

●（
財
）ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会　

http://w
w

w
.sportsanze

n.org

●
稲
敷
市
生
涯
学
習
課
（
新
利

根
庁
舎
）　
☎
０
２
９
７
︲
８
７

︲
３
４
３
９

県
民
大
学（
前
期
）

受
講
生
募
集

開
催
日
時
や
定
員
数
、
受
講
料

な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
レ

イ
ク
エ
コ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
間
：
５
月
６
日（
金
）

ま
で　
▽
申
込
方
法
：
往
復
は

が
き
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
来

所
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
定
員
を
越
え
た
場
合
は
抽
選
）

太
陽
光
発
電

余
剰
電
力
買
取
制
度

太
陽
光
で
発
電
さ
れ
た
電
気
の

う
ち
、
使
わ
な
か
っ
た
電
気
の

買
取
り
を
電
力
会
社
に
義
務
づ

け
る
「
太
陽
光
発
電
の
余
剰
電

力
買
取
制
度
」
が
ス
タ
ー
ト
し

て
い
ま
す
。

　

買
取
り
に
必
要
な
費
用
は
、

電
気
料
金
の
一
部
と
し
て
、
電

気
を
使
う
す
べ
て
の
方
に
ご
負

担
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

標
準
家
庭
の
御
負
担
額
は
月
に

３
〜
21
円
程
度
と
な
り
、
太
陽

光
発
電
の
普
及
の
た
め
に
使
わ

れ
ま
す
。

　

今
後
の
太
陽
光
発
電
の
普

及
・
拡
大
を
国
民
全
体
で
支
援

す
る
た
め
に
、
本
制
度
の
ご
理

解
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
経
済
産
業
省 

資
源
エ
ネ
ル

ギ
ー
庁 

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
推
進
室　
固
定
電
話
＝
☎
０

５
７
０
︲
０
５
７
︲
３
３
３
、

Ｐ
Ｈ
Ｓ
・
Ｉ
Ｐ
電
話
＝
☎
０
３

︲
５
５
２
０
︲
５
５
０
０
（
３

月
〜
５
月
）
／
☎
０
３
︲
３
５

０
１
︲
１
５
１
１
（
６
月
以
降
）

／http://w
w

w
.enecho.

m
eti.go.jp/kaitori

▽
電
話
受
付
時
間
：
午
前
９
時

〜
午
後
８
時

自
動
車
税

納
期
限
は
５
月
31
日

自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日

現
在
の
自
動
車
の
登
録
上
（
車

検
証
）
の
所
有
者
の
方
に
課
税

さ
れ
ま
す
。※
割
賦
販
売
契
約

の
場
合
は
使
用
者

　
納
税
通
知
書
が
届
き
ま
し
た

ら
、
納
期
限
の
５
月
31
日（
火
）

ま
で
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
県
税
事
務
所
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
納
入
方
法
：
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
、
金
融
機
関
、
郵
便

局
、
県
税
事
務
所
窓
口
、
Ｐ
ａ

ｙ-

ｅ
ａ
ｓ
ｙ
（
ペ
イ
ジ
ー
）

●
土
浦
県
税
事
務
所 

収
税
第

二
課　
☎
０
２
９
︲
８
２
２
︲

７
２
０
８

▽
電
話
受
付
：
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時
15
分（
平
日
の
み
）

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険

加
入
者
受
付
中

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
と
は
、
ア

マ
チ
ュ
ア
の
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
、

□ 

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
油
絵

□ 

日
本
温
泉
物
語
～
温
泉
の

効
能
と
ヘ
ル
ス
ケ
ア
～

□ 

日
本
焼
き
物
紀
行
～
陶
芸

を
楽
し
も
う
～

□ 

宇
宙
の
成
り
立
ち
と
進
化

～
電
波
望
遠
鏡
か
ら
み
る
宇
宙

の
姿
～

□ 

そ
う
だ
っ
た
の
か
！
日
本

の
政
治

□ 

文
学
か
ら
鹿
行
の
歴
史
・

風
土
を
覗
え
ば

□ 

い
き
い
き
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

～
正
し
い
歩
き
方
を
学
ぼ
う
～

□ 

身
近
な
生
薬
・
漢
方
薬
と

運
動
の
効
能

●
レ
イ
ク
エ
コ
ー　
☎
０
２
９

９
︲
７
３
︲
２
３
０
０
／htt

p://w
w

w
.lakeecho.gakus

yu.ibk.ed.jp/

▽
電
話
受
付
時
間
：
午
前
９
時

〜
午
後
９
時（
月
曜
日
は
休
館
）

稲
敷
盆
栽
会

春
季
盆
栽
展

山
野
草
10
席
を
含
む
、
40
席
を

展
示
し
ま
す
。

▽
会
期
：
５
月
27
日（
金
）〜
29

日（
日
）　
午
前
９
時
〜
午
後
５

時　
※
最
終
日
は
午
後
３
時
ま

で
。　
▽
会
場
：
鳩
崎
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
稲
敷
盆
栽
会
事
務
局
０
２
９

９
︲
７
９
︲
０
８
１
３

春
季
硬
式
テ
ニ
ス
大
会

参
加
募
集

平
成
23
年
度
敷
市
春
季
硬
式
テ

ニ
ス
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
稲
敷
市

硬
式
テ
ニ
ス
連
盟
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

▽
日
時
：
５
月
15
日（
日
）　
受

付
開
始
＝
午
前
８
時
30
分
〜　

※
予
備
日
＝
５
月
22
日（
日
）　

▽
種
目
：
男
子
ダ
ブ
ル
ス
、
女

子
ダ
ブ
ル
ス　
各
16
ペ
ア　
▽

参
加
資
格
：
オ
ー
プ
ン　
▽
申

込
期
間
：
４
月
15
日（
金
）午
前

９
時
～
５
月
５
日（
木
）午
後
４

時　
※
必
着

●
硬
式
テ
ニ
ス
連
盟
（
長
濵
）　

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
７
６
４

３

informationくらしと情報

市
長
の
動
向
（
２
月
）

１
日
：
江
戸
崎
地
方
衛
生
土

木
組
合
管
理
者
会
議
（
組
合

事
務
所
）

４
日
：
老
人
ク
ラ
ブ
芸
能
発

表
会（
江
戸
崎
公
民
館
）、水
道

運
営
協
議
会（
江
戸
崎
庁
舎
）

５
日
：
荒
野
地
区
ふ
れ
あ
い

座
談
会
（
荒
野
生
活
改
善
セ
ン

タ
ー
）

６
日
：
商
工
会
新
春
講
演
会

（
江
戸
崎
公
民
館
）

７
日
：
水
田
農
業
推
進
協
議

会
総
会
（
東
庁
舎
）、
県
南
地

方
総
合
振
興
協
議
会
（
つ
く

ば
国
際
会
議
場
）

８
日
：
ミ
ネ
ル
バ
21
定
例
会

（
鹿
嶋
勤
労
会
館
）

10
日
：
県
債
権
管
理
機
構
議

会
定
例
会
（
県
開
発
公
社
ビ

ル
）

13
日
：
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
駅

伝
大
会（
江
戸
崎
運
動
公
園
）

14
日
：
議
会
全
員
協
議
会

（
東
庁
舎
）

15
日
：
江
戸
崎
地
方
衛
生
土

木
組
合
全
員
協
議
会
（
組
合

事
務
所
）

16
日
：
人
権
講
演
会
（
あ
ず

ま
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）

17
日
：
圏
央
道
要
望
活
動

（
国
土
交
通
省
）

21
日
：
稲
敷
地
方
広
域
市
町

村
圏
事
務
組
合
議
会
（
龍
ケ

崎
消
防
署
）

22
日
：
議
会
運
営
委
員
会

（
東
庁
舎
）

23
日
：
記
者
発
表
（
新
利
根

庁
舎
）

24
日
：
江
戸
崎
地
方
衛
生
土

木
組
合
議
会
（
組
合
議
場
）、

龍
ケ
崎
地
方
衛
生
組
合
議
会

（
組
合
議
場
）

25
日
：
稲
敷
地
方
航
空
機
騒

音
対
策
協
議
会（
ヒ
ル
ト
ン
成

田
）

26
日
：
あ
げ
餅
自
慢
大
会

（
江
戸
崎
体
育
館
）

27
日
：
茨
吟
連
・
県
南
土
浦

地
区
協
議
会
吟
詠
剣
詩
舞
道

大
会（
江
戸
崎
公
民
館
）

紙
面
の
都
合
上
、
抜
粋
し

て
掲
載
い
た
し
ま
す

10
月
１
日
に
実
施
し
た
平
成
22

年
国
勢
調
査
の
結
果
は
、
左
表

の
と
お
り
で
す
。

　
今
回
の
数
値
は
速
報
値
で
す

の
で
、
今
後
、
総
務
省
が
公
表

す
る
人
口
集
計
と
異
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。男
女
別
人
口
や

最
終
的
な
数
値
は
確
定
値
と
し

て
国
か
ら
発
表
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
は
国
勢
調
査
の

集
計
結
果
の
一
部
で
す
。こ
の

後
も
、
大
切
な
統
計
デ
ー
タ
を

順
次
、
統
計
局
お
よ
び
稲
敷
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
表

国
勢
調
査

　
平
成
22
年
結
果
速
報
！

国勢調査集計結果
総人口：46,898人
世帯数：14,808

市の人口（常住人口）
総人口：46,674人
世帯数：14,822
※3月1日現在

し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
な
お
、
３
月
１
日
現
在
の
人

口
は
上
表
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

●
稲
敷
市
企
画
課
統
計
係
（
江

戸
崎
庁
舎
）　
☎
０
２
９
︲
８
９

２
︲
２
０
０
０
（
内
線
２
６
０

０
）

憲
法
週
間

　

み
ん
な
で
築
こ
う 

人
権
の
世
紀

５
月
３
日
の
憲
法
記
念
日
を

中
心
に
５
月
１
日
か
ら
７
日

ま
で
の
１
週
間
を
憲
法
週
間

と
し
、
関
係
機
関
で
は
人
権

尊
重
思
想
の
普
及
高
揚
に
努

め
て
い
ま
す
。

　
基
本
的
人
権
の
尊
重
は
日

本
国
憲
法
の
重
要
な
柱
の
ひ

と
つ
で
あ
り
、
す
べ
て
の
人

の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会

が
実
現
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
憲
法
週
間
に
あ
た
り
、
身

近
で
お
こ
る
差
別
や
偏
見
に

つ
い
て
一
人
ひ
と
り
が
考
え
、

人
権
尊
重
の
意
識
を
高
め
、

豊
か
な
人
間
関
係
を
つ
く
り

ま
し
ょ
う
。

　
人
権
問
題
で
お
困
り
の
と

き
は
、
最
寄
り
の
法
務
局
の

人
権
相
談
所
ま
た
は
人
権
擁

護
委
員
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

●
稲
敷
市
社
会
福
祉
課
人
権

推
進
室
（
新
利
根
庁
舎
）　
☎

０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０

０（
内
線
３
３
０
０
）



広報稲敷 平成23年4月号　1415　広報稲敷 平成23年4月号

4月17日（日）	 鈴木クリニック（沼田）tel.029-892-3640
	 あべ整形外科（阿見町）tel.029-875-5303
4月24日（日）	 古橋医院（西代）tel.0299-78-3770
	 阿見第一クリニック（阿見町）tel.029-887-3511
4月29日（金）	 佐倉クリニック（門前第2）tel.029-892-7011
	 おおさわ眼科（阿見町）tel.029-843-7272
5月1日（日）	 江戸崎ひかりクリニック（根宿）tel.029-834-5777
	 なるしま内科医院（阿見町）tel.029-869-4820
5月3日（火）	 江戸崎病院（阿波）tel.029-894-2611
	 かたやま耳鼻咽喉科（阿見町）tel.029-887-3349
5月4日（水）	 江戸崎眼科（佐倉）tel.029-892-0262
	 さかえ医院（阿見町）tel.029-888-2662
5月5日（木）	 いわき内科クリニック（西町）tel.029-875-5100
	 美浦中央病院（美浦村）tel.029-885-3551
5月8日（日）	 ゆはらクリニック（古渡）tel.029-894-2002
	 まつばらウィメンズクリニック（阿見町）

	 tel.029-830-5151
5月15日（日）	 江戸崎病院（阿波）tel.029-894-2611
	 湯原病院（阿見町）tel.029-887-0310
▽診療時間：午前9時〜午後4時
※都合により変更になる場合があります。要確認

休日診療当番医
茨城県救急医療情報システム
医療機関の検索、休日診療当番医、小児輪番など情報が検索
できます。毎日24時間対応。
●救急医療情報コントロールセンター tel.029-241-4199
●救急医療情報システムHPhttp://www.qq.pref.ibaraki.jp/ 、
携帯http://www.qq.pref.ibaraki.jp/kt/
茨城子ども救急電話相談
子どもの急な病気の場合などに、看護師のアドバイスが受け
られます。
▽受付時間：毎日＝午後6時30分〜11時30分／休日昼間
のみ＝午前9時〜午後5時
▽プッシュ回線の固定、携帯電話＝局番なしの#8000 ／非
プッシュ回線の固定、公衆電話＝tel.029-254-9900
いなしき健康相談
医師が医療相談にお答えします。24時間毎日対応。
●フリーダイヤルtel.0120-69-3389

医療・健康

陶芸クラブ	 毎週火、木曜　午後1時～
囲碁教室	 毎週月曜　午後1時〜
カラオケ愛好会	 毎週火、土曜　午後1時30分～
太極拳教室	 5月11日（水）午後1時30分～
手話愛好会	 5月20日（金）午後7時～
生花教室	 5月19日（木）午後1時30分～
料理教室	 5月23日（月）午前10時～
絵手紙教室	 5月25日（水）午後1時30分〜
茶道教室	 5月26日（木）午前9時〜
●稲敷市地域交流スペース（特別養護老人ホーム「水郷荘」内）

tel.0299-79-2319

稲敷市地域交流スペース

4月21日（木）	 桜川庁舎	 弁
4月28日（木）	 ふれあいセンター
5月6日（金）	 江戸崎公民館	 弁
5月12日（木）	 桜川庁舎
相談内容
各種相談の合同相談を行います。
▽時間：午後1時30分〜4時
①心配ごと相談＝日常生活の諸問題について相談に応じま
す。予約制（前日までに）。弁＝弁護士に相談できます　申込：
稲敷市社会福祉協議会tel.029-892-5711
②行政相談＝行政に関する相談を受け付けます　問：稲敷市
総務課（江戸崎庁舎）tel.029-892-2000（内線2209）

③人権相談＝人権に関する相談に人権擁護委員などがお答え
します　問：稲敷市人権推進室（新利根庁舎）tel.029-892-
2000（内線3300）

心配ごと等合同相談

教育相談
いじめ、不登校、友人関係など児童生徒に関する教育問題全
般に、市教育相談員が面接や電話でお答えします。
▽日時：月〜金曜（祝日を除く）／午前9時〜午後5時
●稲敷市教育相談室（新利根庁舎）tel.0297-87-0121
家庭児童相談
養護、虐待、非行、育成、心身障がいなど、乳幼児から児童に
関する相談に、家庭相談員が面接や電話でお答えします。
▽日時：月〜金曜（祝日を除く）／午前9時〜午後4時
●稲敷市家庭児童相談室（新利根庁舎）tel.0297-87-3247
家庭教育相談
臨床心理士の先生が、子育てに関する悩みや発達障がいの相
談をお受けします。
▽日時：4月27日（水）、5月18日（水）午前10時〜午後4時
▽場所：各公民館、生涯学習センター、など　▽申込：予約制
●稲敷市教育委員会生涯学習課（新利根庁舎）tel.0297-87- 
3439

教育に関する相談

市の人口（常住人口）

詳細は p12 をご覧くだ
さい。

4月の納税
▽納期限：5月2日（月）

・固定資産税：1期
・介護保険料：1期
・国民健康保険税：1期

5月17日（火）　江戸崎庁舎／ 5月18日（水）　東庁舎
法律問題の相談に弁護士がお答えします。予約制。受付開始
＝5月9日（月）午前8時30分〜午後５時15分／定員＝各会
場6人。
●稲敷市総務課（江戸崎庁舎）tel.029-892-2000（内線2209）

法律相談

informationくらしと情報

生活相談

出張就職無料相談会

労務関係無料相談会

隣保館の設置されていない地域の生活や人権などの問題につ
いて、専門の相談員が応じます。
▽日時：毎週水曜日（祝日を除く）、午前9時〜11時30分　
▽場所：新利根庁舎、小角地区公園管理棟
●稲敷市人権推進室（新利根庁舎）tel.029-892-2000（内線

3300）

▽日時：4月20日（水）午前10時～午後3時　▽場所：稲敷合
同庁舎（2階会議室）

●県南地区就職支援センター tel.029-825-3410

稲敷の企業を元気にするための助成金、労使関係トラブル防止
のための就業規則・賃金・労災・雇用・年金などに関する無料
相談を社会保険労務士がお受けします。
▽日時：4月26日（火）午前9時30分～正午　▽場所：あずま
生涯学習センター　▽対象者：市内企業者および勤務する者。

精神保健相談
こころのリハビリ（精神デイケア）　

▽日時：4月27日（水）午前10時〜11時30分　▽場所：ふ
れあいセンター　▽申込：予約制
こころの相談　
こころの健康、悩み、病気についての相談をお受けします。
▽日時：4月27日（水）午後1時30分～ 3時30分　▽場所：
ふれあいセンター　▽申込：予約制
●稲敷市社会福祉課（新利根庁舎）tel029-892-2000（内線

3200）

情報メール配信
市からのさまざま情報を、携帯電話やパソコンへ配信します。
▽PC 用：市HP から
▽携帯用：http://www.city.inashiki.lg.jp/
　　　　  dir.php?code=444
Twitter での情報発信
アカウント　@inashiki_city
http://twitter.com/inashiki_city

情報配信



で・き・ご・と
2-3月

市内の様々な行事、
出来ごとなどを取り上げます。

●稲敷市秘書広聴課tel.029-892-2000（内線2402）

1
老
人
ク
ラ
ブ
芸
能
発
表
会

２
月
４
日
、
江
戸
崎
公
民
館
で
稲
敷
市
老
人
ク
ラ
ブ
芸
能
発
表
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。当
日
は
約
６
０
０
人
が
集
ま
り
、
賑
や
か

に
行
わ
れ
ま
し
た
。日
頃
か
ら
行
っ
て
い
る
、
カ
ラ
オ
ケ
や
舞
踊

な
ど
、自
慢
の
趣
味
を
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。

2
市
輪
投
げ
大
会

２
月
10
日
、
江
戸
崎
体
育
館
で
第
12
回
市
老
人
ク
ラ
ブ
輪
投
げ
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。各
支
部
の
大
会
を
勝
ち
抜
い
た
40
チ
ー

ム
が
参
加
し
、優
勝
目
指
し
て
競
技
し
ま
し
た
。

■
成
績　
▽
団
体
の
部　
優
勝
：
太
田
下
Ａ
、準
優
勝
：
鳩
崎
Ａ
、

３
位
：
橋
向
２　
▽
個
人
の
部　
優
勝
：
池
延
ま
ち
子（
鳩
崎
Ａ
）、

準
優
勝
：
小
林
三
令（
下
君
山
Ａ
）、３
位
：
丸
茂
荘
明（
橋
向
２
）

3
障
害
者
の
サ
ー
ビ
ス
従
事
者
研
修
会

稲
敷
市
地
域
自
立
支
援
協
議
会
の
主
催
で
、
サ
ー
ビ
ス
従
事
者
研

修
会
が
、
２
月
19
日
に
「
医
療
法
人
精
光
会
み
や
ざ
き
ホ
ス
ピ
タ

ル
」
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
協
議
会
は
障
害
者
の
生

活
支
援
・
地
域
の
障
害
福
祉
に
関
す
る
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
を
目
的

に
設
置
さ
れ
た
も
の
。研
修
会
は
、
近
隣
の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

事
業
所
の
方
々
を
対
象
に
、
講
演
と
同
法
人
の
関
連
施
設
の
見
学

を
し
て
も
ら
い
、
有
意
義
な
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。（
写
真
３
ｂ

＝
講
師
：
み
や
ざ
き
ホ
ス
ピ
タ
ル
副
院
長 

宮
﨑
優
先
生
）

4
あ
げ
餅
大
会
結
果

２
月
26
日
に
、
市
が
特
産
品
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
取
り
組
ん
で

い
る「
あ
げ
餅
」の
味
を
競
う
コ
ン
テ
ス
ト「
稲
敷
市
第
２
回
あ
げ

餅
自
慢
大
会
」が
、江
戸
崎
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
一
般
の
部
8
組
、
販
売
の
部
9
組
の
合
計
17
組
が
出

品
し
、
様
々
な
あ
げ
餅
が
並
び
ま
し
た
。大
会
に
は
約
千
人
が
訪

れ
、一
時
入
場
制
限
す
る
ほ
ど
賑
わ
い
ま
し
た
。審
査
の
結
果
、一

般
の
部
で
は
川
隅
み
さ
子
さ
ん
が
、
販
売
の
部
で
は
タ
ミ
ヤ
食
研

さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
グ
ラ
ン
プ
リ
に
輝
き
ま
し
た
。

5
舞
台
芸
術
を
鑑
賞

文
化
庁
主
催
の
平
成
22
年
度
子
ど
も
の
た
め
の
優
れ
た
舞
台
芸
術

体
験
事
業
（
劇
団
道
化
座
に
よ
る
「
ス
ー
ホ
の
白
い
馬
」
の
公
演
）
が
君

賀
小
学
校
の
体
育
館
で
２
月
21
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。22
人
の
子

ど
も
達
も
出
演
し
て
、
劇
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。本
物
の

演
劇
を
間
近
に
見
る
こ
と
が
で
き
、
子
ど
も
達
に
と
っ
て
す
ば
ら

し
い
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

6
学
校
の
神
様
が
柴
崎
小
学
校
に

柴
崎
小
学
校
で
は
、
ト
イ
レ
に
神
様
が
い
る
な
ら
学
校
に
も
と
い

う
発
想
か
ら
、
杉
山
校
長
先
生
の
学
力
向
上
の
方
針
の
基
に
行
わ

れ
た
「
勉
強
だ
い
じ
だ
ね
」
週
間
の
一
環
と
し
て
歌
が
創
ら
れ
ま

し
た
。作
詞
は
飯
田
先
生
、作
曲
は
手
塚
先
生
、歌
は
４
年
生
全
員

で
す
。録
音
し
た
も
の
を
お
昼
の
放
送
で
流
し
て
い
ま
す
。３
月

２
日
の「
６
年
生
あ
り
が
と
う
集
会
」で
は
、６
年
生
へ
の
感
謝
を

込
め
て
全
校
児
童
や
保
護
者
の
前
で
元
気
よ
く
歌
い
ま
し
た
。

7
卒
業
式

稲
敷
市
内
で
中
学
校
の
卒
業
式
が
３
月
９
日
に
、
小
学
校
が
３
月

18
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。な
お
、
市
立
の
幼
稚
園
の
卒
園
式
は

地
震
の
影
響
で
３
月
23
日
に
延
期
さ
れ
行
わ
れ
ま
し
た
。

8
清
掃
作
戦

３
月
６
日
、
霞
ヶ
浦
清
掃
大
作
戦
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。自
分
達

の
住
む
地
域
の
環
境
美
化
を
目
的
に
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
る
一
大

行
事
。道
路
脇
な
ど
に
捨
て
ら
れ
た
ゴ
ミ
や
空
き
缶
が
市
内
全
域

で
回
収
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、
稲
敷
環
境
事
業
協
同
組
合
の
方
々

に
は
、毎
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
回
収
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

▽
（
株
）
大
山
／
（
株
）
美
浦
リ
ゾ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
／
篠
崎
文
夫
／

（
有
）ア
ズ
マ
商
事
／
（
有
）な
か
ざ
わ
／
（
有
）神
保
総
業

8a

8b

1

26

5

7

4a

4b 3a

3b
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稲敷市子育て支援センター
●あいアイ（ふれあいセンター内）tel.0297-87-7070
●つばさ（私立新利根つばさ保育園内）tel.090-2210-7355
●ひまわり（私立江戸崎保育園内）tel.090-3232-2680

子育て

●稲敷市健康増進課（ふれあいセンター内）tel.0297-87-6111

保健センター

●稲敷市健康増進課（ふれあいセンター内）tel.0297-87-6111

保健センター

愛にあふれた、出会いの場所「あいア
イ」でほっと一息！
子育て支援センター「あいアイ」は、子
育て中のお母さん、お父さんが気軽に
寄って、一息できる “ほっとステーショ
ン”です。
　保育士や先輩ママ達もいますので、
ちょっと気になることも相談できます。
どなたでも大歓迎！もちろん来るのも
帰るのも時間は自由です。まだ利用した
ことがない方も、ぜひ一度遊びに来てく
ださい。
▽開館日時：毎週月曜～金曜日（祝日、年

末年始を除く）　午前9時〜午後4時

あいアイ つばさ・ひまわり
子育て、楽しんでいますか？
つばさ・ひまわりは、ママ友や保育士
とお話をしたり、子ども同士がのびの
び遊ぶ事で、「子育ては大変！」という
気持ちがちょっと軽くなる…そんな
ほっと一息できるセンターでありたい
なと思っています。
　活動日には、給食体験やリフレッ
シュ講座、手作りおもちゃ作りなどを
予定しています。活動時間外も毎日セ
ンターを、自由に御利用できますので、
お気軽に遊びにいらしてくださいね。
▽対象年齢：就学前のお子さんと保護
者

　　 対象の予防接種を受けましょう

対象の方にお知らせを送付しました。進学先などで接種状
況を確認することがありますので、なるべく夏休み前まで
に接種をお願いします。
　なお、市内の中学校通学者は集団接種を予定しています。
●稲敷市健康増進課（ふれあいセンター）tel.0297-87-
6111

　　 子宮頸がん等ワクチン接種
■子宮頸がんワクチンが供給不足です
当初、子宮頸がんワクチンについては、十分に供給量の確
保がされているとのことでしたが、接種希望者の増加によ

り供給不足が生じています。
　このような状況のため、希望しても接種できない場合が
あります。そこで、平成6年4月2日〜平成7年4月1日生
まれの方については4月以降、補助期間が延びます。※延
長期間については未定
　子宮頸がんワクチンを希望している方は、ワクチン供給
不足が解消するまでしばらくお待ちください。

■小児用肺炎球菌・ヒブワクチン接種が再開
一時的見合わせが続いていた小児用肺炎球菌・ヒブワクチ
ン接種が4月1日より再開となりました。接種を希望され
る方は、健康な時に医療機関でうけてください。
　接種料金の補助については健康増進課へお問い合わせく
ださい。

児童福祉週間
「児童福祉週間」（5月5日～ 11日）にち
なみ楽しいイベント「元気にあそぼ
う!」を計画しています。
▽日時：5月10日（火）午前10時30
分～ 11 時 30 分　▽申込：5 月 2 日

（月）までにあいアイへ　▽内容：サー
キットあそび、こいのぼり作りなど

対象年齢 予防接種名
年長児相当 麻疹・風疹混合ワクチン
小学6年生相当 二種混合（破傷風・ジフテリア）ワクチン
中学1年生相当 麻疹・風疹混合ワクチン
高校3年生相当 麻疹・風疹混合ワクチン
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あそびの広場日程 4月
19日（火）	 5月人形を作ろう（どなたでも）

21日（木）	 赤ちゃん集まれ！（首座り～ 1歳半位）

26日（火）	 こいのぼりを作ろう（どなたでも）

28日（木）	 絵本の広場（どなたでも）

5月
10日（火）	 歌って踊ろう（どなたでも）

12日（木）	 作って遊ぼう（どなたでも）

ひまわり
▽時間：午前10時〜11時30分（製作・講座）

4月
20日（水）	 こいのぼりを作ろう（どなたでも）

22日（金）	 クレヨンで遊ぼう（どなたでも）

27日（水）	 体操・リズム遊び（どなたでも）

5月
6日（金）	 サーキットで遊ぼう（どなたでも）

11日（水）	 赤ちゃん集まれ（首座り～ 1歳半位）

13日（金）	 わらべうたで遊ぼう（どなたでも）

あいアイ
▽時間：午前10時30分〜11時30分 ▽対象：0歳〜就園前
▽予約制（すくすくday は予約不要、午前10時〜）

※下記日程以外でも、開館時間中（平日の午前9時～午後4時）

は予約なしで自由に遊べます。各保健センターでの広場は、
開催場所が決定次第、再開します。
4月
19日（火）	 みんなであそぼう（1歳半～）／あいアイ
21日（木）	 ベビーマッサージ（赤ちゃん）／あいアイ
26日（火）	 誕生会（4月生まれ）／あいアイ
5月
10日（火）	 児童福祉週間イベント～元気にあそぼう～
	 ／あいアイ
12日（木）	 体をうごかしてあそぼう（1歳半～）／あいアイ
つばさ
▽時間：午前10時〜11時30分（製作・講座）

行事予定（4月15日〜5月15日）
〜25日生まれ
▽東保健センター：5月13日（金）午後
1時〜　対象＝平成21年9月26日〜
10月20日生まれ
2歳児歯科健診
▽ふれあいセンター：4月21日（木）午
前9時45分〜　対象＝平成21年3月
1日〜26日生まれ　※東保健センタ
ーから変更
3歳児健診
▽ふれあいセンター：4月20日（水）午
後1時〜　対象＝平成20年3月1日〜
24日生まれ　※東保健センターから
変更
子育てひろば

詳しくは、3月に配布しましたすくす
くカレンダーをご覧ください。
予防接種（予約制、定員有）

■三種混合
▽東保健センター：5月11日（水）

■ポリオ
▽ふれあいセンター：4月21日（木）

3か月児健診
▽ふれあいセンター：4月28日（木）午
後1時〜　※東保健センターから変更
1歳6か月児健診
▽江戸崎保健センター：4月12日（火）

午後1時〜　対象＝平成21年9月1日

▽ふれあいセンター：4月26日（火）　

対象＝平成22年9月～ 10月生まれ　
内容＝ベビーマッサージ、サークルづ
くり
離乳食相談
▽ふれあいセンター：4月19日（火）午
前10時〜　内容＝身体計測・栄養相
談・育児相談
マタニティースクール
▽江戸崎保健センター：5月10日（火）

内容＝（午前）妊娠中の過ごし方、お産
の経過と補助動作／（午後）産後のから
だ、新生児の育児

△おもちゃで遊ぶ0歳児



生涯学習
	 ●稲敷市教育委員会生涯学習課（新利根庁舎）	 tel.0297-87-3439
		  fax.0297-87-5306

	 ●稲敷市立図書館tel.0299-79-3111、検索：opac.city.inashiki.lg.jp
	 ●江戸崎公民館図書室tel.029-892-0305
	 ●新利根公民館図書室（改善センター内）tel.0297-87-2175
	 ●桜川公民館図書室tel.029-894-2981

図書だより

「BIGIN シ ン グ ル 大 全 集 」BIGIN 、
「2-NI-」 ゆ ず、「 パ レ ー ド 」Galileo 
Galilei 、「FujiFabric SINGLES 2004-
2009」FujiFabric 、ほか

新着DVD
「大洗にも星はふるなり」、「おとうと」、
「ガフールの伝説」、「昆中物語みつば
ちハッチ　勇気のメロディ」ほか

新利根公民館図書室

おはなし会
はじめての方もどうぞおいでくださ
い。（公民館が避難所になっているため、中

止となる可能性があります。）

▽日時：5月14日（土）　午前10時30
分～ 11時30分　▽場所：新利根公民
館　2階和室

江戸崎公民館図書室

おはなし会
ボランティアの方が、絵本を読んだり、
エプロンシアターをしてくれます。（公

民館が避難所になっているため、中止とな

る可能性があります。）

▽日時：5月14日（土）　午後2時～ 3
時　▽場所：江戸崎公民館　研修室

新着図書
「トイレットペーパーおりがみ」、「１
食100円『病気にならない』食事」幕
内秀夫、「わさお」水稀しま、ほか

新着CD
「まとめⅠ、Ⅱ」aiko 、「きみのために
つよくなりたい」サンボマスター、

「SENSE」Mr.Children 、「ソナポケイ
ズ ム 2 ～ あ な た の う た ～」Soner 
Pocket「カルペ・ディエム」Aqua 
Timez 、「MUSICMAN」 桑 田 佳 祐、

市立図書館

臨時休館のお知らせ
東北地方太平洋沖地震において図書館
の施設、書架にも被害がでました。
　現在早急に開館できるよう準備を
行っているところですが、利用者に安
全に利用していただくために、当面の
間臨時休館に致します。
　ご不便、ご迷惑をおかけしますが、
よろしくお願い致します。
　なお、開館日が決まりましたらホー
ムページでお知らせする予定です。

公民館図書室共通

貸出について
当面の間、公民館図書室資料のみの貸
出になります。
　ご迷惑をおかけしますが、よろしく
お願い致します。
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第2回稲敷市民テニス大会結果
　　

第2回稲敷市民テニス大会が、3月5
日、江戸崎テニスコートにおいて開催
されました。
　朝から快晴のテニス日和でしたが、
風は冷たく少々寒い一日でした。
　一般男子・女子（総当たりリーグ戦）、
シニア男子（予選はリーグ戦、本戦はトー

ナメント戦）で15ペアが参加し、終始、
手に汗握るプレイの連続で熱戦が繰り
広げられました。
■ 男子一般
優勝＝鹿内・矢島ペア
準優勝＝鎌田・斎藤ペア

■ 女子一般
優勝＝小関・吉田ペア
準優勝＝鳥澤・木村ペア

新利根地区ハイキング

ポカポカ陽気の2月27日に、新利根
地区ハイキングを実施しました。
　偕楽園の梅まつり期間で賑わうな

図書カレンダー　4〜5月
江戸崎図書室休室
毎週月曜日、4月26日（火）、29
日（金）、5月2日（月）〜5日（木）

新利根・桜川図書室休室
毎週月曜日、4月29日（金）、5月
2日（月）〜5日（木）

■開室時間：午前9時〜午後5時

か、参加者65人が梅のトンネルを抜
け、千波湖周辺を自分のペースでハイ
キングしました。白鳥や黒鳥のすぐそ

ばを歩くこと数周。うっすらと汗が流
れてきました。

■ 男子シニア
優勝＝細谷・飯島ペア
準優勝＝小坂・大塚ペア



ar
ts

 a
nd

 li
te

ra
tu

re
稲
敷
文
芸

俳句

短歌

春
近
し
春
近
き
か
な
雨
は
げ
し	

坂
本
美
園（
戸
張
）

春
泥
や
消
え
ず
に
残
る
杖
の
跡	

溝
口
民
城（
高
田
）

雪
の
せ
て
貸
車
な
が
な
が
と
過
ぎ
ゆ
け
り	

幸
田
不
死
男（
荒
宿
）

寒
椿
踊
っ
て
み
せ
る
筑
波
み
ち	

笠
間
円（
駒
塚
）

春
の
雪
兄
を
攫
っ
て
行
き
に
け
り	

山
口
須
美
子（
上
君
山
）

雛
飾
り
笑
遊
館
の
町
興
し	

酒
井
重
雄（
小
羽
賀
）

よ
い
位
置
に
と
る
も
一
人
の
日
向
ぼ
こ	

青
木
啓
泰（
本
宿
）

そ
こ
は
か
と
柳
あ
お
め
く
河
岸
小
江
戸	

石
井
忠（
橋
向
）

ろ
う
梅
の
香
に
佇
み
し
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ	

宮
本
芳
子（
切
通
）

立
春
の
光
編
み
込
む
毛
糸
針	

矢
口
由
里
子（
西
町
）

凍
返
る
門
辺
や
友
を
見
送
り
ぬ	

川
崎
典
雄（
鳩
崎
）

切
干
し
の
香
り
ほ
の
か
に
仕
上
り
て	

福
本
き
み
え（
新
山
）

冬
ご
も
り
用
事
一
つ
が
気
に
か
ヽ
り	

青
木
富
喜
代（
月
出
里
）

灯
が
入
り
明
る
く
並
ぶ
雛
の
店	

中
條
や
い
子（
大
宿
）

春
の
野
に
小さ
む
し
ろ筵
ひ
ろ
げ
母
と
子
と	

篠
田
啓
子（
新
山
）

し
づ
り
雪
落
ち
た
る
音
へ
目
の
走
り	

小
林
寿
恵
王（
田
宿
）

冬
鵙
の
佇
む
先
に
巣
の
あ
り
し	

根
本
和
助（
橋
向
）

喜
寿
の
庭
梅
に
一
句
を
習
い
お
り	

矢
崎
健
一（
古
渡
）

ば
あ
さ
ん
は
煎
餅
好
き
よ
春
の
縁	

高
須
湖
城（
浮
島
）

梅
咲
い
て
庭
の
空
気
の
和
ら
げ
る	

坂
本
き
よ
子（
下
馬
渡
）

禁
猟
区
知
っ
て
い
る
ら
し
鴨
の
群	

山
崎
幸
子（
浮
島
）

朝
の
庭
追
儺
の
豆
が
そ
こ
こ
ゝ
に	

小
貫
和
子（
浮
島
）

早
春
や
小
流
れ
狭
め
草
の
青	

高
柳
幸
子（
古
渡
）

牡
丹
雪
窓
に
園
児
等
へ
ば
り
つ
き	

鴻
野
の
ぶ
尾（
堀
之
内
）

立
春
の
風
や
わ
ら
か
き
陽
を
浴
び
て
地ぢ
ず
ら面
の
あ
ら
く
さ
芽
を
吹
き
は
じ
む	

雨
宮
美
世
志（
高
田
）

逝
き
し
子
の
部
屋
そ
の
ま
ま
に
静
ま
り
て
一
人
座
り
て
思
う
雨
の
日	

内
田
君
代（
沼
田
）

庭
先
の
凍
て
し
青
菜
を
啄
め
る
鵯
も
共
存
追
は
ず
目
に
追
ふ	

坂
本
緑（
鳩
崎
）

曽
孫
抱
き
仰
ぐ
青
空
目
指
す
旅
ひ
と
り
立
つ
日
も
遠
か
ら
ず
来
ん	
根
本
冨
貴
子（
田
宿
）

孫
ら
よ
り
卆
寿
祝
い
に
贈
ら
れ
し
マ
フ
ラ
ー
温
く
日
が
な
離
せ
ず	
根
本
正
直（
門
前
）

庭
先
の
純
白
な
り
し
猫
柳
春
一
番
の
風
に
き
ら
め
く	

野
沢
と
よ（
羽
賀
）

暮
れ
ゆ
け
ば
夕
映
の
色
美
し
く
筑
波
の
山
は
雲
の
か
か
り
て	

松
本
静
子（
西
町
）

あ
た
た
か
く
な
り
し
と
思
え
ば
冬
の
雪
春
立
ち
あ
と
も
少
し
居
座
る	

山
本
彰
治（
高
田
）

世
に
座
さ
ば
負
ひ
て
萬
歩
も
あ
ゆ
む
べ
し
わ
れ
傘
持
超
え
母
千
の
風	

及
川
良
三（
佐
倉
）

丸
く
な
り
頭
揃
え
て
電
線
に
春
待
つ
雀
風
上
を
向
き	

財
部
睦
美（
光
葉
）

三
コ
ー
ナ
ー
早
目
の
仕
掛
け
わ
た
し
も
ラ
ン
ナ
ー
な
り
し
二
十
歳
が
あ
り
き	

矢
崎
健
一（
古
渡
）

逝
き
て
よ
り
七な
な
と
せ年
を
経へ

し
大
寒
に
亡つ

ま夫
の
法
名
日
に
か
が
や
け
り	

篠
田
す
い（
下
太
田
）

病
院
に
付
き
そ
え
行
き
て
待
つ
間
働
く
人
の
輝
き
を
み
る	

椎
木
道
代（
柴
崎
）

わ
が
歩
く
向
ふ
に
白
き
昼
の
月
ふ
り
仰
ぎ
見
る
今
日
は
大
寒	

吉
田
テ
ル（
伊
佐
津
）

赤
鬼
の
面
な
ど
要
ら
ぬ
ほ
ろ
酔
い
の
夫
と
幼
の
福
は
内	

宮
渕
敏
江（
下
太
田
）

仕し
ま
ひ
ゆ

舞
湯
も
良
し
と
思
ひ
て
は
い
り
た
る
遠
き
日
な
つ
か
し
家
族
の
ぬ
く
み	

福
田
雅
子（
上
根
本
）

初
日
の
出
さ
す
厨
辺
に
掌て

を
合
は
せ
先
づ
は
祈
り
ぬ
つ
つ
が
な
き
身
を	

諸
岡
静
江（
伊
佐
部
）

仏
国
寺
娘こ

に
支
え
ら
れ
登
り
き
て
凍
る
般
若
蓮
池
の
暗
く
厳
め
し	

諸
岡
ふ
じ
枝（
結
佐
）

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
も
の
か
は
裏
山
に
鴉
呵
々
鳴
く
大
寒
の
朝	

板
橋
道
子（
福
田
）

両
の
掌て

に
す
く
え
る
ほ
ど
の
幸
せ
を「
丁
度
い
い
ね
」と
結
婚
記
念
日	

根
本
邦
子（
押
砂
）

ラ
ン
ド
セ
ル
背
負
ひ
た
る
ま
ま
滑
り
つ
つ
芝
生
の
斜
面
に
春
の
声
す
る	

小
泉
實（
福
田
）

お
年
玉「
中
学
生
よ
」と
値
上
げ
さ
れ
財
布
は
軽
く
心
は
足
れ
り	

柴
崎
文
子（
町
田
）

捨
て
お
き
し
畑
に
万
能
振
り
お
ろ
す　

土
搔
き
上
ぐ
る
時
の
快
感	

吉
田
多
嘉
子（
伊
佐
部
）

■
照
明
院
の
掛
軸

伊
佐
部
の
照
し
ょ
う
み
ょ
う
い
ん

明
院
（
天
台
宗
）
に

は
、「
南
無
阿
弥
陀
佛 

徳
本（
花

押
）」と
、
特
異
な
筆
跡
で
著
さ

れ
た
掛
軸
（
写
真
１
）
が
所
蔵
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
徳と
く
ほ
ん本
と
は
人
の
名
前
で
、

江
戸
時
代
後
期
に
活
躍
し
た
浄

土
宗
の
僧
で
す
。
江
戸
時
代
、

各
地
を
遊ゆ
ぎ
ょ
う行
し
庶
民
の
間
で
布

教
活
動
を
行
う
僧
が
存
在
し
、

徳
本
（
一
七
五
八
～
一
八
一
八
）

も
そ
の
一
人
で
し
た
。紀
州（
和

歌
山
県
）日
高
郡
に
生
ま
れ
、
天

明
四
年
（
一
七
八
四
）
二
七
歳
で

出
家
、
小
石
川
伝
通
院
で
念
仏

道
場
を
得
、
一
行
院
の
中
興
開

山
と
な
り
、相
模
、下
総
、信
濃
、

加
賀
、
越
中
、
越
後
、
下
野
、
上

野
な
ど
、
各
地
の
広
い
範
囲
で

教
化
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

徳
本
の
念
仏
教
化
に
よ
っ
て

地
域
に
は
徳
本
講
が
で
き
、
徳

本
か
ら
授
か
っ
た
掛
軸
（
名
号

軸
）
が
、
現
在
も
各
地
に
存
在

し
て
い
ま
す
。

　
「
徳
本
行
者
伝 

関
東
摂
化
講

中
名
號
記
三 

総
州 

常
州 

武
州 

相
州
」
に
は
、
名
号
を
授
与
さ

れ
た
多
く
の
講
が
列
記
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
中
に
照
明
院
に
お

い
て
の
講
も
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
部
分
は
以
下
の
通
り
で
す
。

「
一
、
大
幅
名
号 

講
中
九
十
壱

人 
常
州
河
内
郡
伊
佐
部
村 

天

台
宗
明
照
院
（
照
明
院
か
）
旦
中 

世
話
人 

甚
兵
衛 
庄
右
衛
門 

市

郎
兵
衛 

弥
五
左
衛
門 
八
左
衛

門
」「
一
、
中
幅
名
号 
講
中
五

十
一
人 

常
州
河
内
郡
釜
井
村

イ
サ
ヘ（
フ
か
）天
台
宗
照
明
院

旦
中 

世
話
人 

九
兵
衛 

源
左
衛

門 

源
五
右
衛
門 

作
左
衛
門
」

　

こ
の
大
幅
名
号
と
は
、
約
百

人
以
上
で
与
え
ら
れ
る
も
の
で
、

中
幅
名
号
は
五
十
人
以
上
、
小

幅
名
号
は
五
十
人
以
下
と
さ
れ

ま
し
た
。講
の
人
数
の
多
さ
か

ら
、
当
時
の
徳
本
の
人
気
が
伝

わ
る
よ
う
で
す
。こ
の
名
号
軸

は
、
文
化
十
四
年
（
一
八
一
七
）

下
総
教
化
活
動
時
、
下
総
国
下

小
堀
（
香
取
市
）
の
浄
福
寺
に
徳

本
が
滞
留
中
、
参
詣
を
成
し
授

与
さ
れ
た
も
の
で
す
。徳
本
が

滞
在
す
る
寺
院
に
は
、
名
号
を

求
め
、
こ
の
よ
う
な
講
の
多
く

の
参
詣
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
徳
本
が
滞
在
し
た
寺

院
は
、
寺
院
側
が
徳
本
を
招
致

し
ま
し
た
。徳
本
を
招
く
こ
と

が
、
そ
れ
ほ
ど
容
易
で
は
な
か

っ
た
こ
と
が
、
請
待
に
必
要
な

費
用
が
全
て
記
さ
れ
て
い
る
、

銚
子
浄
国
寺
所
蔵
の
「
請
待
日

記
」
な
ど
か
ら
見
受
け
ら
れ
ま

す
。

■
調
法
寺
の
石
碑

西
代
の
調
法
寺
（
浄
土
宗
）
境
内

に
は
、
照
明
院
の
掛
軸
と
同
様

な
特
異
な
字
体
で
「
南
無
阿
弥

陀
佛 
徳
本
（
花
押
）」
と
刻
ま
れ

た
石
碑
（
写
真
２
）
が
存
在
し
ま

す
。

　

石
碑
の
側
面
に
は
「
文
化
十

三
丙
子
ニ
月
吉
日
」「
西
代
村

／
願
主
平
兵
衛
」
と
あ
り
、
伝

え
に
よ
る
と
、文
化
十
三
年（
一

八
一
六
）、
徳
本
が
念
仏
教
化
の

折
、
当
地
の
平
兵
衛
宅
に
御
逗

留
し
、
特
に
深
く
帰
依
し
た
平

兵
衛
が
上
人
の
名
号
を
授
与
さ

れ
、
こ
れ
を
碑
に
刻
み
水
難
供

養
と
村
落
の
安
泰
を
祈
念
し
て

建
立
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
西
代
村
に
て
名
号
塔

造
立
に
関
し
、
初
め
水
神
川
口

に
建
立
し
、
利
根
川
岸
へ
持
ち

運
ん
だ
、
と
い
う
記
録
も
あ
り

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
掛
軸
や
石
碑
は
、

他
県
で
も
徳
本
が
布
教
活
動
に

訪
れ
た
地
域
に
は
数
多
く
存
在

し
て
い
ま
す
。稲
敷
市
内
で
も
、

本
紙
で
紹
介
し
た
以
外
に
、
御

堂
等
で
名
号
軸
の
所
蔵
が
確
認

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
徳
本
行
者
伝 

関
東
摂
化
講

中
名
號
記
」
に
、
照
明
院
と
同

様
、
名
号
軸
を
授
与
し
た
と
い

う
講
の
地
名
で
、「
脇
川
」、「
曲

渕
」な
ど
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

名
号
は
特
異
な
字
体
と
徳
本

と
い
う
署
名
か
ら
一
目
で
わ
か

り
や
す
く
、
市
内
の
他
寺
院
な

ど
で
も
こ
れ
か
ら
先
、
同
様
な

掛
軸
が
見
つ
か
る
こ
と
と
思
い

ま
す
。

※
参
考

・
戸
松
啓
真
編
『
徳
本
行
者
全

集
』（
山
喜
房
佛
書
林
）

・
松
本
道
男「
下
総
國
、西
代
村

の
点
描
」（『
東
村
史
研
究
』
第
二

号
、昭
和
六
二
）

●
歴
史
民
俗
資
料
館　

☎
０
２

９
９
︲
７
９
︲
３
２
１
１

ふ
る
さ
と
探
訪
　
第
62
回

　
　
　
徳
本
上
人
の
残
し
た
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
市
郷
土
資
料
調
査
委
員
・
山
本 

裕
子

掛軸（写真1）石碑（写真2）
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モバイル版HP

ご意見を！　市民のみ
なさんのご意見、ご提
案を今後の編集に反映
していきたいと思いま
す。秘書広聴課まで

no.

編集後記　▽未曾有の災害であった東北太平洋沖地震。市内にも大きな爪痕を残していきまし
た。今回はさらに二次災害とも言える放射能問題。この号がつく頃には終息の方向に向かってい
ればいいのですが…心配です（i）　▽復旧から復興にむけてがんばっていきます。ご不便をおか
けしますが、ご協力お願い致します。（栗）

■お名前を教えてください。
前田智彦です。
■勤務年数は
警察官になって、初めての赴任地は、
柴崎駐在所（現：新利根駐在所）でした。
それから5年になります。浮島の駐在
所に来てからは、４月でちょうど1年
です。
■地域の特徴は
この地区は昔、地名が示すとおり霞ヶ
浦や川に囲まれた地区だったそうで
す。そのせいか、みんなが知り合いで、
浮島の約500戸全てが一つの大きな

家族のように思えます。もちろん、み
なさんが暖かく協力的で、犯罪も少な
い地域です。
■日々心がけていること
浮島の皆さんに、なるべく早く顔を覚
えてもらうことに心がけています。そ
のため多くの時間を巡回にまわすよう
に努力しています。特に子ども達の下
校時刻は特に注意を払っています。
■駐在勤務で心に残っていること
いつ、どこへ行っても当たり前のよう
に笑顔とお茶が出てくることが、温か
な人情を感じます。それがとてもうれ

しく思います。それから、地元の方々
から、「いつも巡回してくれてありが
とう」と声をかけてもらえることが、
とてもうれしいです。
■住民に対して一言
気兼ねなく、なんでも相談してほしい
ですね。何かあれば、すぐに110番し
てください。特にこの地区はレンコン
農家が多く、レンコンを掘る機械の盗
難が毎年1〜2件ありますので、十分
に注意をしてください。

住所：稲敷市浮島3676 ／電話番号：029-894-6323
管轄地区：浮島　地区
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